
。るさとの

広報

(3/12・福重小学校周辺)

ふるさとの自然の中で、健康づくりとふれあいの場をつく
ろうと 3月12日、福重小学校周辺で行われた市民オリ工ンテー
リング大会。
大会には、家族連れや職場 -地域の仲間同士など34組、約

130人が参加しました。コースはファミリーと一般があり 、
それぞれに分かれてスター卜 O さっそく、 地図と磁石を頼り
に、名コースのポスト(標識)を見つけていました。
この日は、春の訪れを告げる黄砂現象のため黄色いもやが

かかり 、時々小雨も降るあいにくの天気でしたが、各チ ム
とも元気にゴ ル、楽しい思い出の一日になっTこようです。
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平
成
功
グ

豊
か

で
魅
力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
に

甲
斐
田
市
長
は
、
3
月
定
例
市
議
会
で
平
成
7
年

度
の
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら

ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
平
成

7
年
度
の
予
算
概
要
に
つ
い
て
は
、

6
月
号
の
「
財
政
事
情
説
明
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

f 

う
ぶ
に
つ
い
て
、
種
々
問
題
が
生

じ
ま
し
た
の
で
、
土
の
入
れ
替
え

を
す
る
な
ど
管
理
を
十
分
し
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
特
別
対
策

事
業
の
、
水
に
親
し
む
河
川
づ
く

り
と
し
て
、
大
上
戸
川
河
畔
の
散

策
道
、
修
景
施
設
の
整
備
を
行
い
、

南
川
内
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
里
に
子
供

広
場
、
周
回
道
路
の
建
設
を
行
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
市
民
が
緑
と
自

然
に
親
し
み
な
が
ら
憩
う
場
と
し

て
、
裏
見
の
滝
な
ど
の
施
設
整
備

を
進
め
ま
す
。交

通
体
系
の
整
備

国
道
M
号
の
拡
幅
・
・
・
建
設
省
に
お

い
て
平
成
3
年
度
か
ら
事
業
が
着

手
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
部
区
間

で
測
量
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
た
の

み
で
、
進
ち
ょ
く
を
み
て
お
り
ま

せ
ん
。
市
議
会
お
よ
び
商
工
団
体

な
ど
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

国
お
よ
び
県
の
関
係
先
に
対
し
、

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
、
数
度
に

わ
た
り
強
く
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

大
型
庖
な
ど
の
進
出
が
著
し
い

平成 7年 4月号広報おおむら

自然と調和した快適な環境づくりをめざす大村市
~ 

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
整
備
事
業
:
・

市
道
大
村
駅
前
線
の
電
線
地
中
化

事
業
を
平
成
5
年
度
か
ら
進
め
て

い
ま
す
が
、
ゆ
と
り
あ
る
環
境
を

創
造
し
、
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤

と
な
る
よ
う
、
平
成
8
年
度
完
成

を
め
ざ
し
て
努
力
し
ま
す
。

花
と
緑
の
街
並
み
整
備
事
業
・
.. 

市
道
八
幡
町
線
、
西
本
町
宮
ノ
本

線
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
、
市
街

地
の
環
境
整
備
を
行
っ
て
、
う
る

お
い
の
あ
る
街
づ
く
り
に
努
め
ま

す。幸
町
付
近
に
お
い
て
は
、
交
通
渋

滞
の
激
化
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

当
面
の
暫
定
措
置
を
建
設
省
に
強

く
要
望
し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、

近
く
右
折
帯
を
設
け
る
た
め
、
市

有
地
な
ど
を
利
用
し
て
歩
道
を
つ

け
替
え
る
な
ど
の
工
事
が
着
手
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
口

国
道
4
4
4
号
の
整
備
(
黒
木
工

区
)
・
:
平
成
6
年
度
末
の
進
ち
よ

く
率
は

η
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
見

込
み
で
す
。
こ
の
う
ち
最
大
の
工

事
と
な
る
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
つ
い

て
は
、
佐
賀
県
側
は
す
で
に
着
工

さ
れ
て
お
り
、
長
崎
県
側
も
施
工

業
者
が
決
ま
り
着
工
を
待
つ
ば
か

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画
道
路
事
業
・
・
・
久
原
梶
ノ

尾
線
の
三
城
工
区
・
久
原
工
区
に

つ
い
て
は
、
平
成
5
年
度
か
ら
着

大
村
市
長

甲
斐
田
園
彦

最
近
の
わ
が
国
の
経
済
は
、
公

共
投
資
や
減
税
な
ど
一
連
の
経
済

対
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
長
期
低

迷
を
脱
す
る
動
き
が
見
ら
れ
ま
す

が
、
極
め
て
緩
や
か
な
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
一
昨
年
の
冷
夏
・
長

雨
、
昨
年
の
異
常
渇
水
の
影
響
が

続
い
た
ま
ま
の
年
明
け
と
な
り
ま

し
た
。さ

ら
に
、
阪
神
大
震
災
に
よ
り

わ
が
国
経
済
は
、
極
め
て
不
透
明

な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
7
年
度
の
予
算
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
中
で
地
方

快
適
な
環
境
づ
く
り
と

大
村
湾
浄
化
対
策
の
推
進

み
ど
り
豊
か
で
、
う
る
お
い
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
生
活
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
自
然
と
調
和
し
た

快
適
な
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま

す
。

清
掃
行
政
・
・
・
ご
み
質
の
多
様
化
お

よ
び
ご
み
量
の
増
加
に
対
し
て
、

収
集
ご
み
の
全
量
焼
却
を
め
ざ
し
、

ご
み
処
理
施
設
を
平
成
9
年
度
供

用
開
始
に
向
け
て
建
設
中
で
す
。

ま
た
、
可
燃
ご
み
の
減
量
に
つ

手
し
て
い
ま
す
が
、
国
道
弘
号
線

の
代
替
道
路
と
し
て
、
ま
た
災
害

対
策
上
か
ら
も
幹
線
道
路
と
し
て

早
急
に
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
他
の
事
業
を
導
入
す
る

こ
と
に
よ
り
早
期
に
完
成
す
る
よ

う
国
・
県
に
強
く
…
重
し
て
い
ま
す
口

杭
出
津

・
松
原
線
お
よ
び
富
の

原
・
坂
口
線
の
う
ち
国
道
弘
号
ま

で
の
区
間
は
、
平
成
9
年
度
完
成

を
め
ざ
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
特
別
対
策
事
業
・
.. 

平
成
6
年
度
か
ら
着
工
し
て
い
ま

す
黒
木
地
区
の
小
岳
線
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
整
備
を
進
め
ま
す
。

長
崎
空
港
・
・
・
開
港
以
来
着
実
な
歩

み
を
続
け
て
お
り
、
国
際
・
国
内

航
空
の
流
通
拠
点
と
し
て
、
今
後

ま
す
ま
す
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
数
年
来
、
県
・
市
お
よ
び

民
間
各
社
が
推
進
し
て
い
ま
し
た

長
崎
国
際
航
空
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

附
も
社
屋
が
完
成
し
本
格
的
に
営

業
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
輸

入
貨
物
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

い
て
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に
む

け
て
再
資
源
化
な
ど
の
啓
も
う
、

分
別
排
出
の
徹
底
を
図
る
と
と
も

に
、
生
ご
み
の
コ
ン
ポ
ス
ト
化
な

ど
に
、
一
層
努
力
し
ま
す
。

大
村
湾
の
浄
化
対
策
・
・
・
公
共
下
水

道
な
ど
を
整
備
し
、
さ
ら
に
県
お

よ
び
密

E
m町
一
体
と
な
っ
て
県
・

市
民
運
動
と
し
て
、
よ
り

一
層
推

進
し
ま
す
。

ま
た
、
台
所
か
ら
の
汚
濁
の
発

( 

ま
た
、

空
港
は
、
輸
入
促
進
地

域

(
F
A
Z
)
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
制
度
を
活
用
し

て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
後
と
も
こ
の
空
港
を
生
か
す

た
め
、
国
・
県
の
施
策
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
、
長
崎
エ
ア
フ
ロ
ン

ト
計
画
実
現
の
た
め
努
力
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
国
際
空
港
に
必

要
な
体
制
を
整
備
し
、
弘
時
間
運

用
を
め
ざ
し
つ
つ
、
国
内
線
お
よ

び
国
際
線
の
増
便
な
ど
に
つ
い
て
、

県
お
よ
び
長
崎
空
港
整
備
促
進
期

成
会
な
ど
と
と
も
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

九
州
新
幹
線
長
崎
ル
ー
ト
・
:
ル
ー

ト
公
表
の
た
め
の
調
査
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

な
お
、
建
設
財
源
の
問
題
な
ど

ク
リ
ア
i
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、
長
崎

新
幹
線
建
設
期
成
会
と
と
も
に
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、

J
R
大
村
線
の
整
備
拡

充
、
大
村
・
長
崎
間
の
増
便
な
ど

に
つ
い
て
も
要
望
・
陳
情
を
行
う

な
ど
努
力
し
ま
す
。

水
資
源
の
開
発
と
安
定
供
給

近
年
は
異
常
気
象
が
常
能
や
と
な
っ

て
い
る
感
が
し
ま
す
。
昨
年
の
大

渇
水
の
経
験
を
生
か
し
、
長
期
的

な
観
点
に
た
っ
て
、
上
水
・
農
業

用
水
な
ど
の
安
定
的
な
確
保
対
策

が
必
要
で
す
。

本
市
は
飲
料
水
の
刊
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
を
、
ま
た
工
業
用
水
お
よ

び
農
業
用
水
に
つ
い
て
も

一
部
地

下
水
に
頼
っ
て
い
ま
す
の
で
、
平

成
6
年
度
か
ら
、
市
内
全
域
の
地

下
水
の
資
源
分
布
状
況
を
調
査
し

交
付
税
・
市
税
・
ボ
ー
ト
事
業
収

入
の
伸
び
は
期
待
で
き
な
い
状
況

で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
要
望

に
応
え
、
豊
か
で
魅
力
あ
る
住
み

良
い
大
村
に
す
る
た
め
に
、
生
活

環
境
の
整
備
、
福
祉
施
策
の
充
実
、

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

を
図
る
な
ど
積
極
的
な
予
算
編
成

に
努
め
ま
し
た
。

生
源
対
策
と
し
て
、
汚
濁
負
荷
量

の
3
割
カ
ッ
ト
事
業
も
引
き
続
き

推
進
し
、
水
環
境
の
保
全
に
努
め

ま
す
。

公
共
下
水
道
・
・
・
大
村
市
の
下
水
道

普
及
率
は
、
県
下
で
も
高
水
準
で

推
移
し
て
お
り
、
平
成
6
年
3
月

末
で
臼

・
5
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
度
は
約
1
0
0

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
整
備
を
図
る
予

定
で
あ
り
、
普
及
率
も
平
成
8
年

3
月
末
ま
で
に
は
約
叩
パ
ー
セ
ン

ト
に
達
す
る
見
込
み
で
す
。

ま
た
、
大
村
湾
南
部
流
域
関
連

て
い
ま
す
口

萱
瀬
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
地
元

住
民
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得
て

平
成
6
年
か
ら
嵩
上
げ
本
体
工
事

が
着
工
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ

か
適
地
を
求
め
ミ
ニ
ダ
ム
の
開
発

を
積
極
的
に
進
め
、
ま
た
、
た
め

A
U
義
己

池
お
よ
び
井
堰
の
改
良
な
ど
、
水

資
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
(
三
浦
地
区
)

は
、
本
年
度
か
ら
事
業
認
可
を
取

得
し
、
工
事
着
手
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
・
・
・
萱
瀬
地
区

を
昨
年
4
月
に
供
用
開
始
し
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
現
在
工
事
中
の
萱

瀬
下
地
区
は
平
成
8
年
度
、
鈴
田

上
地
区
は
平
成
叩
年
度
に
そ
れ
ぞ

れ
供
用
開
始
の
予
定
で
す
。

な
お
、
鈴
田
下
地
区
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し

て
準
備
を
進
め
ま
す
。

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水

事
業
の
計
画
が
な
い
地
域
で
は
、

小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
な
ど
個
別

処
理
施
設
の
設
置
事
業
を
進
め
、

こ
の
維
持
管
理
費
の

一
部
を
県
下

で
初
め
て
補
助
金
と
し
て
交
付
し

ま
す
。

環
境
衛
生
対
策
・
:
騒
音

・
悪
臭
な

ど
の
環
境
監
視
お
よ
び
調
査
を
実

施
。
都
市
化、

生
活
の
多
様
化
な

ど
に
よ
る
生
活
環
境
悪
化
の
要
因

を
改
善
す
る
よ
、
つ
努
め
ま
す
。

本
年
4
月
か
ら
「
大
村
市
環
境

美
化
条
例
」
を
施
行
し
ま
す
が
、

環
境
美
化
・
保
全
の
た
め
空
き
缶

な
ど
の
散
乱
防
止
と
緑
化
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

公
園
緑
地
の
整
備
・
・
・
赤
佐
古
公
園
、

久
原
公
園
な
ど
を
引
き
続
き
整
備

し
、
森
園
公
園
、
伊
勢
町
公
園
を

改
修
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
西
日
本
一
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
大
村
公
園
の
花
し
ょ
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水
道
事
業
・
・
・
経
営
の
健
全
化
と
安

定
給
水
の
た
め
、
老
朽
管
の
布
設

替
、
配
水
管
布
設
工
事
の
実
施
、

漏
水
防
止
対
策
な
ど
に
よ

っ
て、

有
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
・
・
・
東
部
大
村
地
区

(菅一
瀬
)
を
平
成
5
年
度
か
ら
、

平
成
9
年
度
ま
で
の
五
か
年
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
口

農
林
水
産
業
の
振
興

農
業
振
興
・
・
・
本
市
の
主
要
産
業
で

あ
る
農
業
に
つ
い
て
は
、
積
極
的

な
施
策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

ウ
ル
グ
ア
イ

・
ラ
ウ
ン
ド
合
意

に
よ
る
国
内
対
策
と
し
て
、
国
に

お
い
て
新
し
い
施
策
が
打
ち
出
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
基
づ

い

て
認
定
農
業
者
制
度
を
推
進
し
、

低
コ
ス
ト
生
産
の
た
め
、
集
団
機

械
化
な
ど
共
同
利
用
施
設
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

な
お
市
独
自
に
山
間
地
区
の
農

業
振
興
を
図
る
た
め
の
花
き

・
野

菜
の
導
入
助
成
な
ど
農
業
振
興
策

を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

な
お
、
長
年
の
課
題
で
あ
り
ま

し
た
大
村
市
総
合
地
方
卸
売
市
場

は
、
本
年
刊
月
に
は
完
成
の
予
定

で
す
。
当
市
場
を
中
心
と
し
て
、

本
市
の
生
鮮
食
料
品
な
ど
の
安
定

供
給
に
努
め
ま
す
。

農
道
整
備
:
・
現
在
、
北
木
場
地
区
・

小
川
内
地
区
な
ど
を
鋭
意
進
め
て

い
ま
す
が
、
新
し
く
惣
原
地
区
を

着
手
し
ま
す
。
な
お
一
層
推
進
に

努
め
、
農
家
の
経
営
安
定
を
図

っ

て
い
く
所
存
で
す
。

畜
産
事
業
・
・・畜
産
高
度
技
術
の
導

入
に
よ
り
優
良
育
種
を
生
産
し
、

さ
ら
に
、
経
営
体
質
を
強
化
す
る

こ
と
に
よ
り
大
幅
な
低
コ
ス
ト
生

産
を
め
ざ
し
、
畜
産
農
家
の
所
得

向
上
を
図
り
ま
す
。

高
良
谷
牧
場
に
つ
い
て
本
年
度

か
ら
本
場
お
よ
び
ア
ク
セ
ス
を
整

備
し
、
市
民
に
も
親
し
ま
れ
る
い

わ
ゆ
る

「ふ
れ
あ
い
牧
場
」
に
し

ま
す
。

森
林
造
成
事
業
・
・
・
高
性
能
林
業
機

械
の
導
入
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト
に

よ
る
林
業
生
産
確
立
を
め
ざ
し
ま

す
。
ま
た
、
森
林
保
全
の
た
め
に

は
、
林
業
担
い
手
確
保
が
急
務
で

す
。
森
林
組
合
と
連
携
し
対
策
を

強
化
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
水
資
源
洞
養
の
強
化

な
ど
、
豊
か
な
森
林
づ
く
り
の
た

め
の
広
葉
樹
林
へ
の
移
行
を
推
進
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し
ま
す
。

水
産
業
:
・
{
蚕
看
性
の
高
い
ナ
マ
コ
・

エ
ピ
・
ウ
ニ
な
ど
の
種
百
放
流
や

中
間
育
成
を
行
い
、
つ
く
り
育
て

る
漁
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
よ
り
豊
か
な
漁
業
作
り

の
た
め
築
い
そ
(
投
石
)
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

松
原
漁
港
整
備
に
つ
い
て
は
、

平
成
6
年
度
か
ら
漁
港
改
修
事
業

と
し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
の
で
早

期
完
成
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

商
工
業
・
:
金
融
機
関
へ
の
預
託
に

よ
る
低
利
融
資
制
度
な
ど
の
活
用

に
よ
り
、
中
小
企
業
の
経
営
安
定

を
図
っ
て
き
て
お
り
、
同
制
度
を

継
続
し
て
、
商
庖
街
の
近
代
化
な

ど
に
努
め
ま
す
。

な
お
、
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

の
ご
協
力
、
技
術
支
援
を
得
て
、

地
場
産
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

大
庖
法
の
規
制
緩
和
、
車
社
会

の
進
展
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
大

東
浦
漁
港
に
つ
い
て
は
、
防
波
堤

や
係
船
施
設
を
設
置
し
安
全
で
機

能
的
な
漁
港
守
つ
く
り
を
行
い
ま
す
。

大
村
湾
の
漁
場
環
境
を
保
全
す

る
た
め
に
は
ま
ず
、
県
・
市
民
が

大
村
湾
に
目
を
向
け
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
で
す
の
で
大
村
湾
浄

化
策
の
一
助
と
し
て
、
子
供
た
ち

と
家
族
づ
れ
で
楽
し
め
る
釣
り
場

を
つ
く
る
た
め
、
本
年
度
に
調
査

を
行
い
ま
す
。

型
小
売
庖
舗
の
郊
外
部
へ
の
出
屈

が
進
展
し
て
い
る
中
、
不
況
が
長

期
化
し
、
ま
た
、
消
費
者
ニ

l
ズ

の
多
様
化
な
ど
で
、
中
心
商
庖
街

の
衰
退
が
憂
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
再
開
発
に
向
け

て
、
地
区
住
民
の
意
識
高
揚
を
図

り
、
地
元
商
庖
街
な
ど
と
官
民
一

体
と
な
っ
て
強
力
に
推
進
し
、
本

市
の
顔
と
な
る
魅
力
あ
る
中
心
市

街
地
守
つ
く
り
に
努
力
し
ま
す
口

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

事
業
の
推
進
と
企
業
の
誘
致

「
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
大
村
」
の
建

設
・
・
・
昨
年
末
地
権
者
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
用
地
問
題
が
解
決
し

ま
し
た
の
で
、
造
成
工
事
に
つ
い

て
近
く
着
工
す
る
予
定
で
す
。

f 

教
育
・
文
化
・

平成 7年4月号

学
校
教
育
の
振
興
・
・
・
児
童
生
徒
1

人
ひ
と
り
の
「
よ
さ
」
を
認
め
、

個
性
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
、
新

し
い
学
力
観
に
基
づ
く
教
育
の
推

進
と
生
徒
指
導
の
充
実
に
努
め
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
職
員
の

研
修
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
あ
り
一
層
充
実
し
ま
す
。

新
し
い
学
校
週
5
日
制
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
社
会
の
連
携
を
密
に
し
、
そ
の

趣
旨
の
徹
底
が
図
ら
れ
る
よ
う
努

力
し
キ
r

〔

J

学
校
施
設
の
整
備
・
・
・
学
級
増
が
見

込
ま
れ
る
学
校
の
敷
地
拡
張
お
よ

び
校
舎
増
築
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

老
朽
化
し
た
学
校
の
大
規
模
改
造

工
事
を
行
い
ま
す
。

社
会
教
育
行
政
・
・
・
市
民
の
多
様
な

学
習
意
欲
の
高
ま
り
に
応
え
、
各

種
講
座
の
開
催
を
は
じ
め
公
民
館

活
動
の
活
性
化
お
よ
び
図
書
館
の

整
備
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
社
会
教
育
関
係
団
体
や

白
主
的
学
習
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を

凶
る
な
ど
、
生
涯
学
習
の
充
実
振

興
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
次
の

世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成

に
つ
い
て
は
、
家
庭
・
学
校
・
地

域
社
会
と

一
体
と
な
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
な

が
ら
推
進
し
ま
す
。

少
年
た
ち
が
異
学
年
の
仲
間
と

広報おおむら

ま
た
、
法
狩
防
災
調
節
池
に
つ

い
て
は
、
堰
堤
工
事
な
ど
を
、
本

年
度
か
ら
着
工
す
る
予
定
で
す
。

中
核
支
援
施
設
「
大
村
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
」
・
:
本
年
度
に
基
本
計

置、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

共
に
自
然
の
中
で
遊
び
、
野
生
の

生
活
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

忍
耐
・
協
調
・
創
造
・
い
た
わ
り
、

畏
敬
の
念
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
施
設
と
し
て
、
「
少
年
野

生
の
森
」
(
仮
称
)
の
建
設
を
す
る

た
め
本
年
度
に
調
査
を
行
い
ま
す
。

市
民
が
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生

活
を
築
く
う
え
で
、
文
化
の
果
た

す
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
性
を
増

し
て
き
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

質
の
高
い
芸
術
文
化
に
広
く
親
し

む
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
文
化
財
の
保
護
顕
彰
に

努
め
る
と
と
も
に
、
文
化
団
体
の

育
成
強
化
を
図
り
、
地
域
文
化
の

発
展
向
上
に
努
力
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
・
:
市
民
が
健
康

で
心
豊
か
な
活
力
溢
れ
る
生
活
を

営
む
う
え
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
で
す
。
市
民
プ
l
ル

の
建
設
に
つ
い
て
は
、

2
月
に
着

工
し
、
早
期
完
成
に
努
力
し
ま
す
。

市
営
陸
上
競
技
場
に
つ
い
て
は
、

ス
タ
ン
ド
の
ほ
か
環
境
の
整
備
を

進
め
ま
す
。
市
民
の
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
関
心
は
高
く
、
そ
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
競
技
力
の
向
上
、
選

手
強
化
の
た
め
指
導
体
制
を
確
立

し
、
市
民
の
体
力
づ
く
り
の
た
め

市
民
総
参
加
に
よ
る
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
と
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」
(
仮
称
)
の

画
、
実
施
計
画
を
行
い
、
建
設
の

準
備
を
進
め
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
事

業
の
目
的
は
、

「頭
脳
立
地
法
」

な
ど
の
制
度
を
活
用
し
「
オ
フ
ィ

ス
パ
ー
ク
大
村
」
に
オ
フ
ィ
ス
・

研
究
所
な
ど
の
企
業
誘
致
を
行
う

こ
と
で
あ
り
、
こ
の
た
め
の
方
策

と
し
て
、
地
域
振
興
整
備
公
団
、

県
お
よ
び
市
の
三
者
で
「
企
業
誘

致
促
進
協
議
会
」
を
設
け
て
い
ま

す
が
、
本
年
度
か
ら
は
部
長
級
の

担
当
理
事
を
お
い
て
企
業
誘
致
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

県
立
大
学
増
設
学
部
の
誘
致

県
立
大
学
増
設
学
部
の
誘
致
・•• 

国
立
長
崎
中
央
病
院
と
近
接
し
、

県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
オ

フ
ィ
ス
・
パ
l
ク
大
村
に
立
地
が

見
込
ま
れ
る
研
究
所
な
ど
と
の
連

携
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、

大
学
用
地
と
し
て
必
要
な
十
分
の

広
さ
が
確
保
で
き
る
こ
と
お
よ
び

交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
点
な
ど
を
考

慮
し
、
現
在
陰
平
町
下
地
区
を
候

補
と
し
て
、
地
元
な
ら
び
に
地
権

者
と
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
、
用
地
の

取
得
を
行
い
、
市
を
あ
げ
て
誘
致

運
動
を
展
開
し
ま
す
。

福
祉
・
保
健
の
充
実

高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
市
民

が
生
き
が
い
を
持
っ
て
、
安
心
し

て
健
康
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
長
寿

福
祉
社
会
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と

が
今
日
の
課
題
で
す
。

高
齢
者
対
策
・
・
・
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、
施
設
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

充
実
を
図
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
、

特
に
老
人
や
婦
人
を
対
象
と
し
て
、

総
合
的
な
健
康
づ
く
り
の
事
業
を

積
極
的
に
進
め
ま
す
。

少
子
化
対
策
・
・
・
市
民
の
か
け
が
え

の
な
い
財
産
で
あ
る
子
ど
も
を
す

こ
や
か
に
生
み
育
て
る
こ
と
と
併

せ
て
、
若
者
に
魅
力
あ
る
生
活
基

建
設
・
・
・
現
在
基
本
計
画
を
策
定
中

で
す
が
、
多
目
的
ホ
l
ル
の
機
能

を
も
っ
メ
イ
ン
体
育
館
を
中
心
に

大
規
模
な
公
式
大
会
な
ど
が
開
催

で
き
る
本
格
的
な
体
育
施
設
、
コ

ミ
セ
ン
と
し
て
の
機
能
を
持
っ
た

施
設
お
よ
び
文
化
ホ
i
ル
も
併
設

し
、
い
わ
ば
体
育
文
化
施
設
と
す

る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。

用
地
に
つ
い
て
は
、
当
初
予
定

し
て
い
ま
し
た
コ
ミ
セ
ン
の
西
側

は
狭
あ
い
で
あ
り
ま
す
の
で
、
現

在
の
コ
ミ
セ
ン
を
取
り
こ
み
、
東

側
に
建
設
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

国
際
交
流
の
推
進
・
・
・
次
代
を
担
う

青
少
年
が
、
世
界
の
若
者
と
友
好

交
流
を
深
め
、
国
際
的
視
野
を
広

げ
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

働
大
村
国
際
交
流
協
会
が
中
心

と
な
り
、
本
年
度
も
友
好
都
市
で

あ
る
中
国
上
海
市
関
行
区
へ
少
年

使
節
団
を
派
遣
し
、
交
流
を
行
い

ま
す
。

本
市
は
、
中
国
上
海
県
と
昭
和

日
年
か
ら
友
好
都
市
関
係
を
結
ん

で
い
ま
し
た
と
こ
ろ
上
海
県
が
閑

行
区
と
合
併
し
新
し
く
関
行
区
に

な
り
、
そ
の
閲
行
区
と
平
成
5
年

盤
づ
く
り
や
環
境
キ
つ
く
り
が
重
要

で
す
。
先
般
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題

を
検
討
し
協
議
す
る
た
め
、
庁
内

に
「
大
村
市
少
子
化
対
策
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
、
国
・
県
の
施
策
と
併
せ

て
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
当

面
の
処
置
と
し
て
、
第
三
子
の
保

ロ
月
に
改
め
て
友
好
都
市
提
携
を

行
い
ま
し
た
。

大
村
市
民
と
関
行
区
人
民
の
間

に
お
い
て
青
少
年
交
流
、
農
業
交

流
、
経
済
交
流
な
ど
と
多
岐
に
渡

り
交
流
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
と
も
、
積
極
的
に
友
好
交
流

を
推
進
し
ま
す
。

そ

の

他

本
市
が
長
崎
県
の
各
部
局
と
密

接
な
関
係
を
保
ち
、
さ
き
が
け
て

情
報
を
得
て
、
大
村
市
の
た
め
に

効
率
よ
く
国
・
県
の
事
業
を
積
極

的
に
導
入
す
る
こ
と
が
重
要
な
の

で
、
本
年
度
か
ら
長
崎
市
に
専
任

の
嘱
託
駐
在
員
を
置
き
ま
す
。

平
成
7
年
目
月
1
日
を
調
査
日

と
し
て
全
国
一
斉
に
「
平
成
7
年

国
勢
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

5
年
に
1
度
行
わ
れ
る
わ
が
国
の

も
っ
と
も
基
本
的
な
統
計
調
査
が

円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

住
宅
政
策
・
・
・
市
内
に
お
け
る
住
宅

の
需
要
動
向
、
配
置
な
ど
を
調
査

し
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
住

環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
本
年

度
に
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作

成
し
ま
す
。

市
営
住
宅
・
・
・
平
成
6
年
度
か
ら
5

か
年
事
業
で
久
原
住
宅
の
建
替
え

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

木
場
地
区
に
高
齢
者
用
を
含
め
お

育
料
の
無
料
化
と
併
せ
て
、
新
た

に
第
二
子
の
保
育
料
の
軽
減
措
置

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
私

立
保
育
園
に
お
い
て
、
若
い
母
親

の
子
育
て
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ

く
た
め
、
助
成
し
ま
す
口
学
童
保

育
所
に
対
し
て
は
、
家
賃
の

一
部

補
助
を
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
度

か
ら
全
額
を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、

無
認
可
保
育
所
に
対
し
て
は
、
運

営
費
補
助
を
増
額
し
ま
す
。

乳
幼
児
の
医
療
対
策
・
・-
3
歳
未
満

の
医
療
無
料
化
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
本
年
度
か
ら
、
県
下
で
初

め
て
3
歳
児
の
入
院
医
療
費
に
つ

い
て
も
助
成
し
ま
す
。

身
体
障
害
者
対
策
:
・
人
工
腸
脱
・

旺
門
ス
ト
マ
装
着
者
に
は
、
身
障

者
手
帳
交
付
者
に
対
し
て
の
み
助

成
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
県
下
で

初
め
て
身
障
者
手
帳
未
交
付
者
に

対
し
て
も
助
成
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
思
い
や
り
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
特
に
身

体
障
害
者
お
よ
び
お
年
寄
り
が
安

心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
、
天
正

夢
広
場
に
ト
イ
レ
、
野
岳
湖
公
園

に
ス
ロ
ー
プ
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。

今
年
は
、
戦
後
日
年
を
迎
え
ま

す
。
日
年
を
記
念
し
て
、
記
念
誌

を
発
行
し
平
和
式
典
な
ど
を
実
施

す
る
大
村
市
遺
族
会
を
支
援
し
ま

す口
ま
た
、
忠
霊
塔
に
参
詣
さ
れ
る

遺
族
が
高
齢
化
し
て
い
ま
す
の
で
、

安
全
の
た
め
参
道
を
整
備
し
、
手

戸
を
建
設
し
ま
す
口

消
防
行
政
・
・
・
消
防
施
設
の
整
備
お

よ
び
消
防
機
器
の
更
新
を
計
画
的

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
消
防
団

員
の
確
保
と
活
性
化
を
図
る
た
め

処
遇
の
改
善
を
行
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
な
ど
・
・
・
全
国
の
交

通
事
故
に
よ
る
死
亡
者
が
7
年
連

続
し
て
1
万
人
を
超
え
て
お
り
、

本
市
に
お
い
て
も
平
成
6
年
の
事

故
発
生
件
数
は
3
4
3件
で
、
前

年
度
を
上
回
る
と
い
う
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
関
係
団
体
と
連
携

を
密
に
し
て
、
交
通
道
徳
の
高
揚

を
図
り
、
交
通
安
全
施
設
の
整
備

を
進
め
る
な
ど
、
交
通
事
故
の
防

止
の
た
め
努
力
し
ま
す
。

一
方
、
防
犯
活
動
、
暴
力
追
放

運
動
に
対
し
て
も
、
関
係
団
体
と

連
携
を
図
り
、
安
全
で
明
る
く
住

み
よ
い
街
守
つ
く
り
に
努
め
ま
す
。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
・•• 

対
前
年
同
時
期
比
で
入
場
者
数
、

電
話
投
票
な
ど
利
用
者
数
は
若
干

増
加
し
た
も
の
の
、
売
り
上
げ
額
、

1
人
当
た
り
購
買
額
は
減
少
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
は
、
九
州
地
区

選
手
競
走
施
設
改
善
記
念
競
走
の

G
I
レ
l
ス
を
開
催
し
、
全
て
の

レ
l
ス
を
全
国
電
話
投
票
に
よ
っ

て
広
域
発
売
し
、
ま
た
初
め
て
当

場
が
本
場
と
な
り
、
九
州
地
区
選

手
権
競
走
の
地
区
内
場
開
場
外
発

売
を
実
施
す
る
な
ど
売
上
げ
向
上

に
努
め
ま
す
。
な
お
、
専
用
場
外

す
り
を
設
置
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
・
・
・
国
で
は
、

低
所
得
者
層
に
対
す
る
税
の
軽
減

措
置
、
国
保
会
計
財
政
支
援
の
継

続
お
よ
び
支
払
基
金
に
対
す
る
老

人
医
療
費
拠
出
金
の
見
直
し
な
ど

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら

に
国
庫
負
担
金
の
増
額
要
請
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

市
立
病
院
事
業
・
・
・
市
民
に
信
頼
さ

れ
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
地
域

の
基
幹
的
・
中
核
的
役
割
を
担
う

病
院
と
し
て
、
救
急
医
療
を
は
じ

め
各
科
診
療
体
制
の
充
実
を
図
り
、

医
療
水
準
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。

4 

同日開筒

'圃，

ι..雷a白色Yター

昨
今
の
医
痔
箸
姉
制
策
ほ
か
諸
々

の
要
因
に
よ
り
、
公
立
病
院
経
営

は
全
国
的
に

一
段
と
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在

市
民
の
期
待
の
中
、
県
下
初
の
心

臓
血
管
病
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進

め
、
本
年
6
月
に
は
開
設
の
予
定

で
す
。な

お
、
累
積
赤
字
解
消
の
た
め

に
、
本
年
度
中
に
は
抜
本
的
な
経

営
再
建
策
を
立
て
、
健
全
財
政
を

め
ざ
し
努
力
し
ま
す
。

発
売
施
設
な
ど
発
売
の
広
域
化
に

つ
い
て
も
努
力
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
型
映
像
装
置
の
設

置
に
よ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
レ
ー

ス
の
実
況
や
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
映

像
の
提
供
な
ど
、
情
報
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
、
遊
園
地
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
明
る
く
ク
リ
ー

ン
な
競
走
場
守
つ
く
り
を
行
い
、
新

規
フ
ァ
ン
の
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。

電
算
情
報
業
務
・
・
・
税
情
報
処
理
の

改
善
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
窓

口
で
の
証
明
書
や
納
付
書
な
ど
の

即
時
発
行
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
部
門
の
手

続
き
や
相
談
が
、
迅
速
か
つ
正
確

に
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
開

発
中
で
あ
り
、
窓
口
利
用
の
便
利

性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

発
注
業
務
の
適
正
化
・
・
・
公
共
工
事

な
ど
の
発
注
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
公
正
な
執
行
を
期
し
て
、
現

在
検
討
委
員
会
を
設
け
、
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

以
上
、
平
成
7
年
度
の
予
算
お

よ
び
施
策
の
大
要
に
つ
い
て
申
し

述
べ
ま
し
た
が
、
私
は
、
市
民
の

皆
様
の
声
に
謙
虚
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
、
常
に
市
民
の
幸
せ
を
念
頭

に
お
い
て
、
豊
か
で
魅
力
あ
る
住

み
よ
い
大
村
市
の
実
現
に
向
け
て
、

全
力
を
尽
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

市
民
の
皆
様
方
の
格
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

5 
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県議会議員選挙9日(日)4月

市議会議員選挙4月23日(日)

/鵠器時圃/

お毎抱G)一票大切に午前7時~午後6時

じj
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4
月
は
全
国
的
に
統
一
地
方
選
挙
ガ
行
わ
れ
ま
す
。

大
村
市
で
も
、
県
議
会
議
員
選
挙
と
市
議
会
議
員
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
、
今
後
4
年
間
の
県
政
や
市
政
を

任
せ
る
人
を
選
ぶ
、
最
も
身
近
な
選
挙
で
す
。

他
人
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
目
や
耳
で

確
め
、
棄
権
し
な
い
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

※
投
票
日
に
は
、
午
前
7
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す。

-
年
齢
要
件
・
:
昭
和
日
年
4
月
刊

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

@
市
議
会
議
員
選
挙

@
県
議
会
議
員
選
挙

-
住
所
要
件
:
・
平
成
7
年
1
月
日

日
ま
で
に
大
村
市
へ
転
入
の
届
け

出
を
し
、

4
月
四
日
現
在
引
き
続

き
居
住
し
て
い
る
人

4
月
幻
日
ま
で
に
市
外
へ
転
出

の
届
け
出
を
さ
れ
る
人
は
、
投
票

で
き
ま
せ
ん

0

・
年
齢
要
件
:・
昭
和
日
年
4
月
弘

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

-
住
所
要
件
・
:
平
成
6
年
ロ
月
初

日
ま
で
に
大
村
市
へ
転
入
の
届
け

出
を
し
、

3
月
初
日
現
在
引
き
続

き
居
住
し
て
い
る
人

4
月
8
日
ま
で
に
県
外
へ
転
出

の
届
け
出
を
さ
れ
る
人
は
、
投
票

で
き
ま
せ
ん
。

選挙人名簿の縦覧
選挙人名簿は、住民基本台帳の

登録に基づき調製することになり

ますが、この名簿に登録されてい

る人でなければ投票はできません。

そこで、 3月号でもお知らせし

ていますが、今回の県議会議員選

挙および市議会議員選挙において

登録される人をそれぞれ次のとお

り縦覧に供します。

県議会議員選挙 3月31日(針~

4月 1日(封

4 月 16 日 (日)~

17日(月)

午前 8時30分~午後 5時

選挙管理委員会事務局

県
議
会
議
員
選
挙
に
つ
い
て
は

3
月

m日
ご
ろ
、
市
議
会
議
員
選

挙
に
つ
い
て
は
4
月
比
日
ご
ろ
、

そ
れ
ぞ
れ
郵
便
に
よ
り
皆
さ
ん
へ

発
送
す
る
予
定
で
す
。

な
お
、

3
月
中
旬
以
降
に
市
内

で
住
所
移
動
を
さ
れ
た
人
は
、
名

簿
の
移
し
替
え
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
入
場
券
を
よ
く
確
か
め
て
記

載
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
入
場
券
を
紛
失
な
ど
さ

れ
た
人
は
、
投
票
所
で
申
し
出
て

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

キ
¥
 

〉
出場一

帥
(
治
議
い

の

・
il
-
-

一-

非
特

- 6 

市議会議員選挙

時間

場所

投
票
所
が
変
わ
り
ま
す

第
7
投
票
区
に
つ
い
て
は
前
固

ま
で
市
立
図
書
館
を
投
票
所
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
選
挙
か

ら

市

民

会

館

が

投

票

所

と
な
り
ま
す
。

投
票
所
名
は
投
票
所
入
場
券
に

記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
く

確
認
し
て
か
ら
お
で
か
け
く
だ
さ

、V投
票
用
紙
に
は

正
し
〈
ハ
ッ
キ
リ
と

せ
っ
か
く
投
票
し
た
け
れ
ど
、

候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
を
書

い
た
り
、
字
が
明
確
で
な
い
た
め

無
効
と
な
っ
て
は
、
投
票
し
な
か
っ

た
の
と
同
じ
結
果
に
な
り
ま
す
。

貴
重
な
一
票
を
ム
ダ
に
し
な
い
た

め
に
も
、
投
票
用
紙
に
は
候
補
者

の
氏
名
だ
け
を
正
し
く
ハ
ッ
キ
リ

と
書
き
ま
し
ょ
う
。



平成 7年 4月号広報おおむら

不
在
者
投
票
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

投
票
日
の
当
日
、
次
の
理
由
で

投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、

不
在
者
投
票
を
活
用
し
て
く
だ
さ

し
V①

投
票
区
の
区
域
外
で
仕
事
な
ど

に
従
事
す
る
場
合

②
や
む
を
え
な
い
理
由
で
市
外
へ

行
か
れ
る
場
合

③
出
産
や
病
気
な
ど
に
よ
る
場
合

④
県
内
の
他
の
市
町
村
へ
転
出
す

る
場
合
(
県
議
選
挙
に
限
る
)

不
在
者
投
票
を
行
う
場
合
は
、

投
票
の
公
正
を
期
す
る
た
め
に
手

続
き
が
必
要
で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど

面
倒
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
県
内
移
動
に
よ
る
投
票
に
つ
い

て
は
広
報
お
お
む
ら
3
月
号
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間

県
議
会
議
員
選
挙

3
月
白
日
働
j
4
月
8
日
田

市
議
会
議
員
選
挙

4
月
日
日
田
j

n
日
出

投
票
時
間

午
前
8
時
初
分
j
午
後
5
時

投
票
場
所

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

点
字
投
票

視
力
に
障
害
が
あ
る
人
で
、
点

字
で
投
票
す
る
人
は
、
投
票
所
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

代
理
投
票

身
体
の
故
障
や
文
盲
の
た
め
に
、

投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
を
自

分
で
書
け
な
い
人
は
、
投
票
所
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
代
理
投
票

(
事
務
従
事
者
が
本
人
に
代
わ
っ

て
書
く
こ
と
)
に
よ
り
投
票
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を

展
示
し
ま
す

明
る
い
選
挙
推
進
の
た
め
の
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
県
内
の
優
秀
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

国
県議会議員選挙 4月9日(日)、午後 7時30分

市議会議員選挙 4月23日(日)、午後 7時30分

場所市民体育館お願い参観されるときは、開票

事務に支障を来たさないようご協力ください。

市 4
コ月
ミ 5
セ日
ン(水)

ロ 9
ピ日
J (日)

固

場
所

作
品

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品

寸

一
連
座
制
が
強
化

一

さ

れ

ま

す

一

今
回
の
法
改
正
に
よ
り
、
選
挙

-犯
罪
に
関
す
る
連
座
制
が
厳
し
く

↑な
り
ま
す
。

一
O
連
座
制
と
は

一

連
座
制
と
は
、
候
補
者
や
立
候

一補
予
定
者
と

一
定
の
関
係
に
あ
る

一者
が
、
買
収
罪
な
ど
の
罪
を
犯
し

一刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
た

一と
え
候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
が

一買
収
な
ど
の
行
為
に
関
わ
っ
て
い

-な
く
て
も
、
候
補
者
や
立
候
補
予

↑定
者
本
人
に
つ
い
て
、
そ
の
選
挙

一
の
当
選
を
無
効
と
す
る
と
と
も
に

一立
候
補
制
限
と
い
う
制
裁
を
科
す

一制
度
で
す
。

一
O
連
座
制
の
対
象
者

一

総
括
主
宰
者
・
出
納
責
任
者

一

地
域
主
宰
者
・
親
族
・
秘
書

-

組
織
的
選
挙
運
動
管
理
者
な
ど

-
(
組
織
的
選
挙
運
動
管
理
者
と
は

一候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
と
意
思

…を
通
じ
て
組
織
に
よ
り
行
わ
れ
る

一選
挙
運
動
に
お
い
て
、
当
該
選
挙

一運
動
の
計
画
の
立
案
、
も
し
く
は

一調
整
ま
た
は
選
挙
運
動
に
従
事
す

一
る
者
の
指
揮
、
も
し
く
は
監
督
そ

「
E
B

l
l」

次
の
よ
う
な
行
為
を
行
う
と
買
収

一

罪
に
あ
た
り
ま
す
。

-

O
有
権
者
に
酒
や
食
事
を
提
供
す
一

る

一

O
有
権
者
を
温
泉
旅
行
や
観
劇
に

一

招
待
す
る

一

O
候
補
者
の
個
人
演
説
会
に
参
加

↑

し
て
も
ら
う
た
め
に
パ
ス
を
チ
ャ
l
一

タ
ー
し
て
有
権
者
を
会
場
ま
で
送

一

る

一

O
投
票
日
当
日
、
候
補
者
の
陣
営
一

が
有
権
者
を
パ
ス
で
投
票
所
ま
で

一

送
迎
す
る

一

O
車
上
運
動
員
(
い
わ
ゆ
る
ウ
グ

一

イ
ス
嬢
)
に
対
し
て
法
律
に
定
め

-

る
額
を
超
え
て
報
酬
を
支
払
う

一

O
選
挙
運
動
員
に
対
し
て
実
費
を

~

超
え
て
実
費
弁
償
と
し
て
金
を
支
…

払
う

一

O
法
律
上
報
酬
を
支
給
す
る
こ
と

一

が
で
き
る
選
挙
運
動
に
従
事
す
る

一

者
以
外
の
選
挙
運
動
員
に
、
選
挙

一

運
動

(例
え
ば
電
話
に
よ
る
選
挙

一

運
動
)
の
対
価
と
し
て
報
酬
を
支

-

払
う

一

蹴

一

、李

一一

-

一九

一
」

7

日
ご
ろ
か
ら
心
が
け
S
う
き
ね
い
毎
選
挙

の
他
当
該
選
挙
運
動
の
管
理
を
行

う
者
)
簡
単
に
言
、
っ
と
、
組
織
を

活
用
し
て
選
挙
運
動
を
行
う
政
党
、

後
援
会
、
労
働
組
合
、
宗
教
団
体
、

同
窓
会
な
ど
の
上
層
部
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
支
部
、
職
域
支
部
、
青

年
部
、
婦
人
部
に
お
け
る
選
挙
運

動
に
お
い
て
、
選
挙
運
動
全
体
の

計
画
を
た
て
る
人
、
ピ
ラ
配
り
の

計
画
を
た
て
る
人
、
電
話
作
戦
に

当
た
る
人
の
指
揮
監
督
を
行
う
人
、

選
挙
運
動
従
事
者
へ
の
弁
当
の
手

配
を
行
う
人
な
ど
、
あ
る
分
野
を

担
当
す
る
末
端
の
責
任
者
も
こ
れ

に
含
ま
れ
ま
す
。

O
買
収
罪
と
は

い
わ
ゆ
る
買
収
罪
は
、
特
定
の

候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
の
当
選

を
得
、
も
し
く
は
得
し
め
、
ま
た

は
得
し
め
な
い
目
的
を
も
っ
て
、

選
挙
人
ま
た
は
選
挙
運
動
者
に
対

し
て
金
銭
、
物
品
な
ど
の
財
産
上

の
利
益
の
供
与
、
職
務
の
供
与
、

そ
の
他
供
与
の
申
し
込
み
、
も
し

く
は
約
束
を
し
ま
た
は
供
応
接
待
、

そ
の
他
申
し
込
み
も
し
く
は
約
束

を
し
た
と
き
に
成
立
し
、
そ
の
行

為
を
行

っ
た
者
が
処
罰
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
特
定
の
候
補
者
や
立

候
補
予
定
者
の
当
選
を
目
的
と
し
、
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施
設
の
老
朽
化
や
、
年
々
増
加
す
る
ご

み
処
理
に
対
応
す
る
た
め
、
新
し
く
建
設

さ
れ
る
清
掃
セ
ン
タ
ー
ご
み
処
理
施
設

の
起
工
式
が
2
月
辺
目
、
森
園
町
の
建
設

予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

==5種類のブールと2種類のスライダ一二

環境対策を重視したごみ処理施設の

完成予想図

面
積
約
2
万
2
千
平
方

M
の

敷
地
内
に
、
工
場
棟
・
車
庫
棟
・

管
理
棟
を
建
設
。
施
設
に
は
、
焼

却
炉
3
基
、
ア
ル
ミ
な
ど
の
リ
サ

イ
ク
ル
資
源
を
分
別
で
き
る
粗

大
ご
み
処
理
施
設

1
基
が
設
け

ら
れ
ま
す
。

~品

森
園
公
園
内
に
、
新
し
く
建
設

さ
れ
る
市
民
プ
l
ル
の
起
工
式
が

2
月
日
日
、
森
園
町
の
現
地
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
リ
ゾ
ー
ト
性
を
備

え
た
総
合
プ
l
ル
は
、
幅
広
い
層

の
人
々
が
楽
し
め
る
魅
力
あ
る
ス

ポ
ー
ツ
施
設
と
な
る
こ
と
で
し
ょ

、っ
。

新市民プールの完成予想図

新
プ
l
ル
は
、
旧
プ
l
ル
か
ら

約
5
百
い
れ
離
れ
た
森
園
公
園
内

の
約
1
万
8
千
平
方
灯
に
建
設

さ
れ
ま
す
。
総
事
業
費
は
約
日
億

円
。
完
成
は、

今
年
の

9
月
末

(mM川プ
l
ル
は
平
成
8
年
3
月

末
)
の
予
定
で
す
。

起
工
式
に
は
、
甲
斐
田
市
長
を

は
じ
め
関
係
者
ら
約

ω人
が
出
席
、 地 (森園町)

焼
却
炉
は
、

3
基
合
計
で
日
時

間
あ
た
り
1
1
1
ト
ン
の
ご
み
処

理
が
で
き
、
現
行
の
2
倍
以
上
の

処
理
能
力
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
焼

却
時
の
余
熱
は
、
施
設
内
外
の
冷

暖
房
な
ど
に
有
効
利
用
さ
れ
ま
す
。

総
事
業
費
は
約
必
億
円
。
平
成

9
年
4
月
に
稼
働
予
定
で
す
。

起
工
式
に
は
、
甲
斐
田
市
長
を

は
じ
め
関
係
者
ら
約
印
人
が
出
席

し
ま
し
た
口

施
設
の
特
徴

・
粗
大
ご
み
、
資
源
ご
み
処
理
に

よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
い
ま
す

・
焼
却
時
の
予
熱
を
有
効
利
用

-
高
度
な
燃
焼
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
た
最
新
設
備

..".，.，." 

Aι 予
吾，/1..

日又建

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

新
市
民
プ
l
ル
は
、
体
力
づ
く

り
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し

て
ま
た
、
余
暇
活
動
や
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
、
利

用
者
が
親
し
み
ゃ
す
い
施
設
を
目

指
し
て
い
ま
す
口

• 50m公認プル
( 9コース )

・流水プル (長さ140m)
・造波プル (長さ 35m)
・幼児プル
・飛び込みプル
・ル プス ライ タ

(2レーン、長さ 70m)
・直下型スライ夕、ー

(2レーン、傾斜 45度)

ルの種類プ

子
ど
も
の
日
か
ら
見
た
大
村
市
と
は

- 8 -

第
日
回
青
少
年
健
全
育
成
研
究

大
会
子
ど
も
会
議
・
少
年
の
意
見

発
表
会
が
2
月
初
日
、
市
コ
ミ
セ

ン
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
大
村
市
青
少
年

，. ':， 
永 小抱 辛 苦P立

'-;.1;三 グミt< でι で主 ~ ~t、

了号 7占ヲを よ号 三E
日長 寸パ 壬τ -< 

....2 t:.~， >.:..-~:~ !._:J:......: ;~ 司

熱い思いや主張を述べる子どもたち
(2/26.市コミセン)

健
全
育
成
連
絡
協
議
会
な
ど
が
子

ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願
っ

て
毎
年
聞
い
て
い
る
も
の
で
、
特

に
前
回
か
ら
始
ま
っ
た
子
ど
も
会

議
は
、
小
学
生
4
、
中
学
生
2
、

父
母
ら
計
8
人
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
登
場
。
「
わ
た
し
の
目
か
ら

見
た
今
の
大
村
市
、
こ
れ
か
ら
の

大
村
市
」
を
テ
i
マ
に
、
大
村
市
の

現
状
と
将
来
像
に
つ
い
て
、
熱
い

思
い
や
主
張
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
少
年
の
主
張
発
表

会
も
あ
り
、
会
場
に
詰
め
か
け
た

父
母
た
ち
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

子
ど
も
会
の
在
り
方
を
考
え
る

子
ど
も
会
活
動
の
発
表
を
通
し

て
、
子
ど
も
会
の
在
り
方
を
模
索

し、

会
同
志
の
交
流
を
深
め
よ
う

と
い
う
「
モ
デ
ル
子
ど
も
会
発
表

会
」
が
3
月
5
日
、
市
コ
ミ
セ
ン練習成果を披露する向陽寮のみなさん

(3/5.市コミセン)

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
は
幸
町
・
徳
泉
川
内

・
今

村

・
向
陽
寮
の
4
つ
の
子
ど
も
会

が
発
表
。
「
小
規
模
子
ど
も
会
の

直
面
し
て
い
る
問
題
点
に
つ
い
て
」

「
廃
品
回
収
活
動
の
現
状
と
問
題

点
」
「
壁
画
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
」
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
の
体
験
や
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
活
動
内
容
を
紹
介
。

最
後
は
向
陽
寮
の
子
ど
も
会
が

「
の
ん
の
こ
節
、
ド
ラ
え
も
ん
」
を

舞
台
で
披
露
し
、
会
場
に
出
席
し

た
父
母
や
育
成
者
か
ら
盛
ん
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
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平成 7年度調査地区位置図地
籍
調
査
と
は
、
国
土
調
査
法

に
基
づ
き

一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ

い
て
そ
の
所
有
者
・
地
番
お
よ
び

地
目
を
調
査
し
、
地
籍
の
明
確
化

を
図
る
た
め
境
界
お
よ
び
地
籍
に

関
す
る
測
量
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
地
籍
簿
と
地
籍
図
に
ま
と
め
る

も
の
で
、
土
地
に
関
す
る
戸
籍
の

調
査
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
7
年
度
は
、
つ
ぎ
の
地
区

の
調
査
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

調
査
地
区
・
:
諏
訪
1
・
2
・
3
丁

目
、
池
田
新
町
、
古
町
2
丁
目
、

乾
馬
場
町

調
査
期
間
:
・

5
月
上
旬
j

m
月
中

旬
土
地
所
有
者
に
は
、
調
査
日
の

日
目
前
ま
で
に
ハ
ガ
キ
に
て
通
知

し
ま
す
の
で
、
現
地
調
査
に
は
必

ず
立
ち
合
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

L 

な
お
、
仕
事
な
ど
の
都
合
で
立

ち
合
い
が
無
理
な
場
合
は
、
ど
な

た
か
に
委
任
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

地
籍
調
査
の
杭
・
鋲
は
永
久
保
存
で
す

正
確
な
図
面
を
作
る
た
め
に
、

一
筆

一
筆
現
地
調
査
を
行
い
、
詳

し
く
測
量
し
ま
す
。

土
地
に
打
た
れ
た
筆
界
鋲
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
杭
な
ど
は
、
土
地
所

有
者
に
よ
っ
て
管
理
し
て
く
だ
さ

、ν
測
量
の
基
準
と
な
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
杭
、
傘
の
つ
い
た
金
属
鋲
を
打
っ

て
い
ま
す
の
で
、
絶
対
に
抜
い
た

り
動
か
し
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ

ru 違
反
者
は
、
国
土
調
査
法
や
測

量
法
の
規
定
に
お
い
て
、
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

も
し
、
工
事
な
ど
の
た
め
支
障

が
あ
る
場
合
は
、
早
急
に
、
市
役

所
地
籍
調
査
室
へ
連
絡
し
、
指
示

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
詳
し
い
こ
と
は
、
地
籍
調

査
室
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

大
村
ほ
ら
吹
き
大
会
グ

参
加
は
市
内
外
を
問
わ
ず
、
ど

な
た
で
も
結
構
で
す
/

大
村
神
社
(
大
村
公
園
内
)
に

あ
る
大
き
な
石
を
吹
い
て
、
音
の

大
き
さ
を
競
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
、

そ
の
音
色
が
ほ
ら
貝
を
吹
い
た
と 昨年のほら吹き大会から

き
の
も
の
と
そ
っ
く
り
で
あ
っ
た

た
め
、
「
貝
吹
き
石
」
と
よ
ば
れ

て
い
る
こ
の
石
、
今
で
も
う
ま
く

吹
け
ば

「ほ
ら
貝
」
そ
っ
く
り
の

音
が
響
い
て
き
ま
す
。

上
位
の
人
に
は
豪
華
な
賞
品
も

用
音
ム
し
て
い
ま
す
口

参
加
無
料
グ
ぜ
ひ
ご
参
茄
く
だ

さ
い
。
(
桜
も
見
ご
ろ
で
す
/
)

と
き

4
月
1
日
目
、
午
後
2
時

j
4
時
(
終
了
後
表
彰
式
)

と
こ
ろ
大
村
公
園
内
大
村
神
社

境
内

主
催
問
大
村
市
観
光
協
会

問
い
合
わ
せ

市
商
工
観
光
課

大
村
公
園
な
ど

公
園
利
用
の
皆
様
へ
お
願
い
/

こ
れ
か
ら
野
も
山
も
す
べ
て
春

景
色
と
な
り
、
花
の
ま
ち
大
村
も

桜
・
つ
つ
じ
・
花
し
よ
う
ぶ
・
あ

じ
さ
い
な
ど
が
咲
く
季
節
と
な
り

ま
す
。
春
光
う
ら
ら
か
な
目
、
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

来
園
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
必
ず
次
の
事
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

①
公
園
内
で
飲
食
し
た
後
の
片
付

け
、
ゴ
ミ
な
ど
は
必
ず
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い
。

②
原
則
と
し
て
公
園
内
で
の
火
器

の
使
用
を
禁
止
し
ま
す
。

③
公
園
内
の
花
木
な
ど
を
折
っ
た

り
持
ち
帰
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

④
花
見
の
際
、
場
所
取
り
な
ど
原

則
と
し
て
禁
止
し
ま
す
。

⑤
な
お
、
会
社
・
ク
ラ
ブ
な
ど
団

体
に
よ
る
利
用
の
際
は
、
市
都
市

計
画
課
公
園
緑
地
係
へ
届
け
て
く

だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
公
園
で
す
。
い
つ
も

き
れ
い
で
清
々
し
い
気
持
ち
で
利

用
で
き
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

-9 -
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寸
}
ム

)

大

村

生
活
学
校
(
川
里
和
子
代
表
)
の
生
活

乙
展
が
3
月
5
日
、
市
コ
ミ
セ
ン
で
開
か
れ
ま
し

震
ミ
た
。

副
ゴ
会
員
の
日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
発
表
す
る
た

乞
川
め
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で、

パ
ッ
チ
ワ
ー

た

バ
ク
や
編
物
、
紙
ね
ん
ど、

生
花
、
ア
ー
ト
フ
ラ

ー
ー
ー

つ
は

ワ
|、

布
の
絵
本
、
再
生
品
利
用
な
ど
の
作
品

、有

J
4
わ

展

示

の

ほ

か
、
成
人
予
防
の
た
め
の
み
そ
汁
塩

J
勺

十

ぎ

分

濃
度
テ
ス
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

減

、

~λ
中
山

ル

ま

た

、
衣
料
品
一や
食
器
類
の
日
用
品

・
野
菜

マ

ヘ

¥

蜘

な

ど
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
即
売
会
も
あ
り
、
会
場

「

戸

¥

酬

は

終
始
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

税
台
帳
の
縦
覧
期
間
と

期
を
変
更
し
ま
す

カメラ

スポット

3
月
号
で
も
縦
覧
期
間
の
変
更

を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
課
税

台
帳
の
縦
覧
期
間
と
納
期
を
次
の

と
お
り
変
更
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

4
月
3
日
間
i
但
日

開
ま
で
(
場
所
は
税
務
課
)

時
間

午
前
8
時
初
分
j
午
後
5

時
四
分
ま
で

※
土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

を
除
き
ま
す
。

※
本
人
以
外
の
人
が
縦
覧
す
る
場

合
は
、
委
任
状
ま
た
は
承
諾
書

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

納
期
・

1
期
日
5
月
日
日
開
j

5
月
白
日
同

・
2
期
以
降
H
変

更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
縦
覧
の
結
果
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
記
載
の
価
格
な
ど
に
不

服
が
あ
る
場
合
は
、

4
月
3
日

何
j
5
月
8
日
叩
ま
で
の
聞
に

異
議
の
申
し
立
て
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
固
定
資
産

税
係

イ乍 業 別 単 イ立 標準賃金

田植え(手作業)
1日当たり 5，000円

(男女共・食事関係なし)

田植え (機 械) 10a当たり 5 ， 000円 ~6 ， 500円

田の耕起 11 6 ， 000円 ~7 ，000円

賃耕料 田植え代かき 11 4 ， 500円 ~ 5 ， 500 円

畑の耕起 11 4 ， 000円 ~5 ， 000円

/てインダー 11 4 ， 000 円 ~ 6 ， 000円
麦刈

コンノてイン 6 ， 000円 ~ 8 ，000円 |11 

農業委員会では、春の農作業標準賃金を上表のように
決定しました。

なお、この表は標準ですので、立地条件などにより多
少の違いはあります。
問い合わせ 農業委員会

田植え賃金などが決まりました

V気合いのこもった試合を展開
(3/5・市民体育館)

春の火災予防運動に合わせて、防火に
ついての認識を深めてもらおうと3月5I旧 唱れ

日開催された防火少年剣道大会。市内の ~r八忘
少年・少女など約450人の剣士が参加し、
気合いのこもった試合を展開しました。

-とち臨芦酔ープ十

企力と技で親善交流
(3/11，市営陸上競技場)

日本と中国で共にトップクラスの実力をもっ
県立国見高等学校と上海市体育運動学校を迎え
て、日中サッ力一親善受流大会が3月11日仕).12 
日(日)、 市営陸上競技場を舞台に開催されました。

この大会は、大村市日中親善協会の設立15周
年を記念して開催。大村市高校選抜チムにとっ
ては、巴ごろの練習の成果を試すまたとない機
会となりました。
対戦成績
(大村 1対 1国見)
(大村 1対 O上海〉
(国見 3対 4上海)
どの試合も素晴らしく、親善交流大会にふさ

わしい内容でした。

(敬称略)
団体=①三浦中央②剣西③鈴田
個人=・小学生 ①富永健一 (天真)⑦
永岡文武 (玖島)①松尾秀徳 (放虎原)
・中学男子 ①大川内匡史 (放虎原)⑦
栗山欣也(植松)③朝長達也 (今村)
・中学女子 ①田口のり子(玖島)②山
口千鶴 (田下)①福田梨江(放虎原)

成績は次のとおりです。

(jlll 

(， 

~ ， 

家

市警
民る
文京つ

逼手
傷天
皇し

保子
険エ
受う
付
中

日ごろの活動の成果を発表
(3/5.12中地区公民館)

中地区公民館を定例的に利用しているク、ルー

プ-団体が、 日ごろの活動の成果を発表しよ

うと 「なかちく公民館まつり」が3月5日を

皮切りに 3日間行われ、期間中多くの市民で

終始にぎわいました。

5日は、 民踊や詩吟、健康体操、タンス、

コーラスなどの舞台発表。11日.12日の両日

は、絵画や書、写真、工芸、生花などの展示

発表のほか、 着物着付の実演、茶会、パザ一、

ガレージセールが行われていました。

毎
年
、
多
数
の
交
通
事
故
に
よ

る
犠
牲
者
が
で
て
い
ま
す
。

不
意
な
事
故
に
備
え
、
掛
金
も

安
く
、
加
入
や
保
険
金
の
請
求
も

簡
単
な
市
民
交
通
傷
害
保
険
に
、

多
く
の
皆
様
の
加
入
を
お
勧
め
し

ま
す
。

加
入
で
き
る
人

い
る
人
、
ま
た
市
内
に
通
勤
通
学

し
て
い
る
人
。

掛
金

1
口
年
額
4
8
0
円
で
l

人
2
口
ま
で
。
年
の
途
中
加
入
の

人
は
月
割

ω円

申
し
込
み
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課
交
通
防
犯
係
、
各
出
張

所
へ

~~12申地宮公爵鑓まつり
ー一喝す'

市
内
に
住
ん
で

4
月
1
日
か
ら

法
定
労
働
時
聞
が
変
更
に
な
り
ま
す

4
月
1
日
か
ら
、
規

模

山

人

未

さ

れ
ま
す
。

満
の
製
造
業
な
ど
、
一
部
の
事
業

ω商
業
、
接
客
娯
楽
業
の
う
ち
、

場
に
つ
い
て
の
週
法
定
労
働
時
間
規
模
5
人
未
満
の
事
業
場
の
週
法

が
短
縮
さ
れ
ま
す
口

定
労
働
時
間
は
、
週
日
明
時
間
に
短

山
製
造
業
、
鉱
業
、
建
設
業
、
運

縮

さ

れ
ま
す
。

輸
交
通
業
、
貨
物
取
扱
業
お
よ
び

詳
し
く
は
、
労
働
基
準
監
督
署

清
掃
と
畜
業
の
事
業
の
う
ち
、
規
(
諌
早
市
栄
田
町

U
j
u
g
@
3

模
叩
人
未
満
の
事
業
場
の
週
法
定

3
1
0
)
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

労
働
時
間
は
、
週

μ
時
間
に
短
縮

A 

V手軽なスポーツで健康づくり
(2/26，市民体育館ほか)

日ごろの健康づくりと親睦を巴的とし

た「桜まつりおおむら軽スポーツ大会」

が2月26日、市民体育館を主会場に開催

されました。

この日行われたのは、インデイア力、

ソフ トバレーボル、クラウンドゴルフ

の3種目。生涯スポーツとして手軽に楽

しめるとあって若い人からお年寄りまで

約230人が参加し、さわやかな汗を流し

ながらお互いの受流を深めていました。

4
月
は
「
土
地
月
間
」
で
す

平
成
7
年
地
価
公
示
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

地
価
公
示
は
、
都
市
計
画
区
域

内
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て

い
る
土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
適
正

な
土
地
価
格
を
公
表
し
、
土
地
を

売
買
す
る
際
の
目
安
に
し
て
い
た

だ
く
も
の
で
、
市
役
所
、
各
出
張

所
お
よ
び
図
書
館
で
誰
で
も
簡
単

に
閲
覧
で
き
ま
す
口

ま
た
、
国
土
庁
で
は
、

4
月
の

「土
地
月
間
」
に
、
地
価
公
示
普

及
の
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
長
崎
県
土
地

対
策
課

(2
0
9
5
8@
1
1
1

1
)
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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身近毎場所定遊気分
~4月 -5 月、各地で催されるイベン卜を

紹介します~

三彩の里

⑧ 春の陶器まつり

平成 7年 4月号広報おおむら

催し物

・陶器の販売

-窯出しオクシヨン

(5月3日、5日午後2時から)

.第6[Q]手造り親子陶芸コンクール

.ふるさと物産展

.伝承竹細工コーナーなど

問い合わせ三彩の里

催; し

-大声大会
-真珠クイス
・真珠個数当てクイズなど
そのほか
-実演コーナー
.j¥ザーコーナーなど

f、町

期日

4月29巴.(土-祝)

場所

大村パ-)レ)"イム

5月18伺)'"'-'5日(金-祝)

午前9時~午後5時
期日

⑦ 野岳新茶まつり

5月3日 (水-祝)'"'-'5日 (金-祝)

野岳湖特設広場

期日

場所

円
ノ

ω
1
i
 

~男、在花まつり開催中~

国の天然記念物大村ザクラをは

じめ、2，000本の桜、 1万本のツ

ツジ、 10万株.30万本の花しょう

ぶが期間中次々と咲き乱れます。

また、ライトア ップされた桜や

板敷櫓、城塀などが美しく映し出

され、夜桜見物にはもってこいで

す。

?雀し物としては、

4月 1日(土)、ほ ら吹き大会を皮切

りに多彩な催しが企画されていま

す。

問い合わせ 大村市観光協会

(ft(@ 3 6 0 5 ) 

①三鈴運動会

4月16日(日)、惣原運動場

園公キサ②大

大村パールハイム

旧楠本正隆屋敷

=笹 川 賞場外発売=

=競艇発祥地記念桜花賞競走=
=開設43周年記念競走 (GI)= 

20日(木)ー・開会式 午前10時から
ドリーム戦出場者インタビュー午前10時30分から
植木通彦&露野真吾 トークシ ョー

22日仁t)...高山巌スペシャルステージ
午前10時 20分から/零時20分から

25日り0・・・優勝戦出場者インタビューおよびサイン会

= ゴールデンウィーク特選 レース =

=西スポ杯争奪・キ ャ ロ ッ ト杯 =

.
1
h
p
a
、:

示

、一
ク

/
J

，

J
3
h

一

〆

-
v
、‘

五

山
リカス平芸ヨ⑩

 

ト

。4月29日(土・祝)
~5月 5 日(金・祝 )。5月11 日 (木:)~15 日 (月)

。 5 月 19 日佳)~23 日ω
。 5 月 28 日 (日 )~29 日 (月)

問い合わせ

主催

期日

5月3日 (水-祝)

'"'-'4巴(木-祝)

場 所

福重弥勤寺地区の水田

催し

・れんげ畑の無料開放

-イチゴ狩り(有料-即売あり)

-ジャガイモ掘り(即売あり)

.ミ二動物園

• ) ¥.ザーなど

野岳山麓農村活性化協議会

④ 福重れんげまつり

L... 

裏見の滝観光開発推進委員会

内容・新茶の試飲・販売

-ふるさと特産品販売

.くじら太鼓実演

・菜の花畑開放など

野岳山麓農村活性化協議会

5月3日(水-祝)'"'-'5日(金-祝)

⑤ しゃくなげ‘まつり

多目的保安林

総合整備事業竣工記念

-写真コンテストなど

内容-しゃくなげの直売

-地元特産品の販売

裏見の滝入口

主催

A ⑥ 
2遍
日子
(日)の

号2 与弘♀ 

:喜 d

r信言 運
吻動

= 

主催

場所

期日

内
ペ
U



環境美化条例ガ4用1日からスタート
.市民の皆さんt手

・環嶋美化のために実毘活動へ参加をしましょう。
• ~t~りに空き缶たばこの唖い甜訟と由ごみを散乱

さ世てはいりまゼん。
・圃光地公園 レクリ工ーシヨン施誼その他
の公共の場所で生じたごみは持ち帰る毛ょとし

て ごみの敵乱防止に男め怠ければ主より"
ぜん.

.市が行うこと

・環鳴養化に対する悶腫由普及 必要主主情報の提供
?旨海 助君および支E置に努めます.

・市が位置管理する公共絡訟の緑化に堅めます
・ごみの微量踊止由ため自動睡禿嫌に回収
容留の段置を義務付l才、必要に応じて立
ち入り調査や勧告に応じ信い場合命令
をすることができまo.

・環演実化を推進するため環境美化推
進員を遍任しま写.

-温度者には

・ごみを敵乱さぜたり 回収容器の誼置管
理を怠った市民や夢業者に対して、 ilIt嘗措置を

示して勧告命令することができます。
・指定容器(金属製 刀ラス製などの容器)に収納し

た商品を匝売する集者わ 市町勧告命令に違巨した場合、
本条聞の割則規定により(5万同以下)罰金o適用があります。
・市民や寧調医者がみだりに空さ缶など由こみを鎗てたり散乱
さゼfこ場合は聞係法令の刑罰規定が適用されま9。

この条例についての静しい問い合わゼU環境保全保まで

‘曲面
..業者の皆さんは

・環1寛美化や緑化の推進に凶力してください。
・事業活動によって生じたごみ国 自らの貨置に
おいて 適正に処理し ごみの減量化に努dむなけ
ればはりまぜん.

・自動臨売織により飲料訟とを販売しようとするもの
は市へ届け出をし販売する甥所P 回収容器を阻置
し、管理しはければ芯りまぜん。

沿岸清掃でスツキリ f
う:2、.'¥J長J@ご認定を

杢き{旨圧縮機を市民に~JJß Lて

mき、環境美化仁役立てて依しい

という ことで.大村ライオノズク

ラプ (循口剛志会長)から空き缶

庄総俊一台が寄贈されま Lt，包
環境保全や資源リサイ クルの武

運は高まっていますが空き佑の

ポイ待てカ叶1内の道路上や公聞な

どで目立っています。

現在、清掃セノターで貸L/!lL
が出来るように保管していますの

で、町内会などでの圭き{ij同収時

などに、 市民的特さんの利用をお

願い Lますe

室を&a=lliii誌「く

(3
/
5
・大
村
公
園
先
沿
際

円:~・m・ e一. 

大村湾をさ引いにしようと 3135臼 大村
公園先沿岸を主会唱に大村湾沿埠一斉濁婦が
行われました.
大村ヨ曜をきれいに~る会大村支邸主催で

毎年 響 夏 の年2固尖施されている沿庫濁
帰。毎回l 多くのコミカ回収さ杓ます。
この目も 早朝から大村高後や園芸高絞の

ポートBIlの学金や。商工会副所青年83t.;ど相
田人が.加。婦に打ち上げられている潔涜物
や空き缶主主どを鎗い集め環洩美化活動に汗を
潔しました.

平
成

7
年
度
に
合
併
処
理
浄
化
値
引
を

設
置
し
た
人
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

-14ー

「
ご
み
収
集
」

「
し
尿
汲
み
取
り
」

。
酷
や
せ
な
い
ご
み
(不
燃
物
)

楊
日
削
り
ま
ど
お
り
の
収
集
で
す
。

O
し
尿
A
み
盟
り

4
月
四
日
畑
は
描
み
取
り
を

行
い
ま
す
。
5
月
3
臼
伺
3
5
日

闘
の
問
は
体
み
ま
す
。

-
日
割
り
聖
は
、
広
報
お
お
む
ら

4
月
号
と

一
緒
に
配
布
し
ま

す
。

4
月
忽
日
出
か
ら
幻
自
側
ま
で

不
銀
物
の
織
入
は
で
き
ま
ぜ
ん

情
帰
セ
ン
タ
ー
で
は

4
月

盟

問

問

中
は
、
不
換
物
の
持
ち
込

自
国
か
ら
白
日
同
ま
で
の
間
臨
み
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
.
醐
人
で

昨
股
帽
軒
閣
の
た
め
破
砕
機
白
亜

の
持
ち
込
み
ゃ
耶
書
所
か
ら
の
持

軒
を
中
止
し
ま
す
。

ち
込
み
は
ご
遺
噸
く
だ
さ
い
。

川
や
海
な
ど
の
公
共
用
水
域
の

丙
染
防
止
や
生
面
暗
境
改
善
の
た

め
に
、

市
で
は
昭
和
田
年
度
か
ら

合
併
盤
理
示
化
帽
の
設
置
を
抱
進

し
て
い
ま
す
。

下
水
虐
な
ど
の
計
画
が
な
い
地

地
で
合
併
処
理
惜
化
槽
を
位
置
さ

れ
ま
す
と
補
助
金
町
交
付
が
畳
け

ら
れ
ま
す
。

干
成
7
年
度

{
4
月
1
日
i
平

成
8
年
3
月
引
日
}
に
世
世
を
子

連
休
期
間
中
の

。
聞
や
せ
る
ご
み

(可
惜
物
)

4
月
四
日
闘
は
平
常
ど
お
り
収

集
し
ま
す
。

水
曜
日
土
曜
日
が
収
集
日
に

な
っ
て
い
る
区
壇
の
皆
さ
ん
は
、

い
つ
も
通
り
「
生
ご
み
」
を
出
し

て
く
だ
さ
い
。

5
月
3
日
岡
3
5
日
闘
の
間

「ご
み
収
集
」
は
体
み
ま
す
。

定
さ
れ

補
助
金
の
交
付
を
希
望

さ
れ
る
人
は
4
月
四
日
幽
ま
で
市

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額

5
人
槽

3
0
9
、0
0
0円

6
i
7人
補

4
63
、0
0
0円

8
1
回
人
槽

8
2
4
、0
0
0円

申
し
込
み
は
電
話
か
ハ
ガ
キ
で

環
埴
両悼ん
で
怯
(
現
品
1
丁
目
白
骨

地
雷
⑪
耳

1
1
1
)
ま
で

の
お
知
ら
ぜ

問
い
合
わ
せ

市
消
冊
セ
ン
タ
ー

(宮
@
3
1
0
0)



広報おおむ ら 平成 7年 4月号

市民課窓口業務のお知らせ
@住所ガ変わった時は

こんなとき いつま でに 届け出に必要なもの どこへ

他の市町村から
14日以内

転出証明書、印鑑、国民健康保険

大村へ来たと き 証・国民年金手帳(加入者のみ)

大村から他の市
転出する前に

町村へ移るとき 市民課

大村市内で住所 印鑑、国民健康保険証・国民 各出張所
が変わったとき

14日以内
年金手帳 (加入者のみ)

世 帯 主 変 更 や

世帯の分離合併

-戸籍関係の届け出は
% ¥ 

こんなとき いつま でに 届 け 出に必 要 な も の ど
ー， 戸、ιd 

子 ど もが生ま
出生届書、母子手帳、印鑑、国民健康保険証 (加入

住所地、本籍地¥ 出

れ た と き
14日以内 者のみ)、 厚生年金手帳 ・社会保険証 (加入者のみ¥

生地の市町村役場へ
児童手当の手続き lこ必要です)

婚姻届書、双方の印鑑、戸籍抄本 (本籍が市外の人)、
本籍地、 住所地の市

結婚した とき できるだけ早く 転出証明書 (該当者のみ)、 国民健康保険証 ・国民
町村役場へ

年金手帳 (加入者のみ)

死亡したとき 7日以内
死亡届書、印鑑、 国民健康保険証 ・国民年金手帳 本籍地、届出人の住所地、

(加入者のみ) 死亡地の市町村役場へ

※戸籍関係の届けには、このほか転籍、認知、 養子縁組、養子離縁、離婚、入籍などがあり ます。

-戸籍・住民票などの証明ガいるとき

こんなとき

戸籍謄抄本・住民票

の写しがいるとき

印鑑証明がいるとき

必要なもの

印鑑

印鑑登録証

休日時の申請手続き

戸籍謄抄本の申請について

どこへ

市民課

各出張所

イ.休 日 ・夜間申請受付ボックスの利用 (市役所

玄関にあ ります)

ロ.郵便による申請 (申請書手数料 く1通400円〉

切手貼付の返信用封筒)

※閉庁 日の戸籍謄抄本の交付については、 戸籍

法の制約もあ り交付していません。

住民票の申請について

イ.休 日 ・夜間申請受付ボック スの利用

ロ 電話予約による申請(勤務時間中に電話で予

約し、休日 、土曜 ・日曜日に宿直室で交付)

ハ.郵便による申請

印鑑登録証明書の申請について

イ.電話予約による申請

15 

※交付申請書 ・届出書は印鑑が必要です。詳 し

くは市民課へおたずね ください。

r~ 引っ越しの持問手続きを

¥ 

ヲiっ越しの時は必ず水道部 (消防署となり )で手

五売きをしてください。

水道使用開始の申し込みや中止の届け出、また、

料金の精算などを行います。

問い合わせ 水道部業務課 (ft@ 1 1 1 1 ) 

全曾 ごみは正しく出しましょう

4月は転勤や引っ越しなどで、ごみが多くなる時

期です。お世話になった地域や替わって入居される

人たちのためにも、迷惑をかけないよう後始末はき

れいにしておきたいものです。

ごみの出し方を守って 「燃やせる ごみJr燃やせ

ないごみJを分別して 「きまった日Jに 「きま った

場所jに出してください。

。市では「燃やせるごみJについても※ステーショ

ン化をめざしています。現在個別収集を行っている

区域も、将来はステーション化を行う予定ですので、

町内においても取り組みをお願いします。

。引っ越しなどで出る多量のごみは収集できません

ので、自分で清掃センターへ持ち込むか、許可業者

を利用して処理してください。

。ステーションに出す燃やせるごみは、犬や猫が散

らかすことがありますので、周囲に迷惑がかからな

いよう 収集日当日に出すよう にしてください。
※ステーション化=決められた場所への持ち出し



H

花
ま
つ
り
μ

開
催
中
で
す

花
の
名
所

「大
村
公
園
」
で
は
、

4
化
ま
つ
り
u

と
称
し
、

3
月
お

日
j
6
月
初
日
ま
で
の
3
か
月
間

は
、
さ
く
ら
・
ツ
ツ
ジ

・
花
し
よ

う
ぶ

・
ア
ジ
サ
イ
と
花
一
色
に
な

り
ま
す。

特
に
、
さ
く
ら
ま
つ
り
や
花
し
よ

う
ぶ
ま
つ
り
は
、
市
外
は
も
と
よ

り
福
岡
、
佐
賀
、
熊
本
な
ど
県
外

か
ら
の
見
物
客
も
多
く
、
約
印
万

人
に
も
な
る
そ
う
で
す
。

4
月
1
日
出

・
2
日
同
の
2
日

間
は
、
ほ
ら
吹
き
大
会
を
は
じ
め
、

大
村
神
社
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
民

踊

・
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
、
ダ
ン
ス
、

太
鼓
、
職
場
対
抗
歌
合
戦
な
ど
多

彩
な
催
し
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
花
ま
つ
り
の
企
画
運
営

を
さ
れ
て
い
る
他
大
村
市
観
光
協

会
専
務
理
事
の
松
山
正
敏

さ

に

話
を
伺
い
ま
し
た
。

船
大
村
市
観
光
協
会
専
務
理

松
山
正
敏
さ
ん

f 

わ
と

-4

ひ

)

h

ハ申

}レ

ぜひ

ーの

同
山
「
情
式
、

九
遭

っ
わ
い
、

つ
の
母

1
6
h

¥

く
で
こ
、
奇
い

V
L
R
も

ぺ
l-
E信
栄

ん

き

1

3
願
い
~

J1w
t
b州
防
止
)

し養成

，A 

" 弘、

ま
た
、
今
回
は
趣
向
を
変
え
て
、

観
光
ク
イ
ズ
を
計
画
。
「も

っ
と

大
村
の
観
光
地
(
名
所
、
史
跡
な

ど
)
を
知
っ
て
も
ら
う
の
が
ね
ら

い
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

年
々
、
大
村
公
園
は
整
備
さ
れ

訪
れ
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

「最
近
、
天
気
が
よ
い
日
に
は
家

族
連
れ
な
ど
が
多
く
な
り
ま
し
た

が
、
ご
み
や
空
き
缶
な
ど
を
投
げ

捨
て
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
ね
。

ぜ
ひ
持
ち
帰
っ
て
ほ
し
い
」
と
語

ら
れ
る
松
山
さ
ん
。

4
月
1
日
か
ら
環
境
美
化
条
例

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
私
た

ち
の
ま
ち
は
、
私
た
ち
の
手
で
き

れ
い
に
し
た
い
も
の
で
す
。

九
州
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

2
年

連

続

出

場

ハh
U

寸
3
ム

墨 ，町、Jこちら自由席戸、d

九
州
大
会
出
場
の
た
め
、
市
役
所
を
訪

れ
た
「
郡
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
チ
ー
ム
」

(2
/
げ
・
市
役
所
)

旦~
尽ノ

AQE 

大
村
墨
影
会
は
昭
和
却
年
、
中

地
区
住
民
セ
ン
タ
ー
に
て
発
足
し
、

会
員
の
技
術
向
上
に
よ
り
作
品
が

大
き
く
な
り
、
グ
ル
ー
プ
展
示
が

手
狭
に
な
っ
た
の
で
コ
ミ
セ
ン
に

移
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

昨
年
初
周
年
を
迎
え
、
大
会
議

室
に
1
3
0
点
か
ら
の
作
品
を
展

示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。一

瀬
春
郷
、
故
山
は
翠
川
、
故
才
木

青
雲
、
本
田
城
雲
の
諸
先
生
方
の

懇
切
丁
寧
な
ご
指
導
に
よ
り
、
県

展
入
選
入
賞
者
8
入
、
市
展
入
賞

者
を
多
く
数
え
る
ほ
ど
に
発
展
す

こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ
た
県
下
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
で
、
準
優
勝
し

た

「郡
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
部
チ
l
ム
」
(
間
好
嗣
校
長
)

が
2
月
口
目
、
九
州
大
会
出
場
の

た
め
市
役
所
を
訪
れ
、
甲
斐
田
市

長
に
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

今
回
の
チ
I
ム
は
、
レ
シ
ー
ブ

や
攻
撃
力
に
優
れ
大
い
に
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
口

甲
斐
田
市
長
は

「大
村
の
代
表

と
し
て
実
力
を
発
揮
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
多

く
の
人
が
入
会
し
、
活
気
を
呈
し

喜
ん
で
い
ま
す
。
初
心
者
に
対
し

て
も
多
く
の
先
輩
指
導
者
が
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
習
え
ま
す
。

墨
で
五
彩
を
表
す
る
の
は
難
し

い
こ
と
で
す
が
、
最
近
は
色
も
使

い
明
る
い
感
じ
に
な
り
ま
し
た
。

色
紙
に
花
な
ど
描
け
る
よ
う
に

な
る
と
楽
し
く
な
り
ま
す
。
ス
ケ
ッ

チ
旅
行
な
ど
楽
し
い
行
事
も
あ
り

ま
す
。
い
つ
で
も
入
会
を
歓
迎
し

ま
す
。

定
例
日

毎
月
第
1
・
3
土
曜
日

午
後
1
時
却
分
j
4
時

場
所

市
コ
ミ
セ
ン

連
絡
先

杉
本
(
宮
@
4
2
7
7
)



平成 7年 4月号広報おおむら

0~ 保険料が変わります
11，700円

1 2，1 00円

定額保険料

付加保険料

4
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す
。

年
金
受
給
額
が
物
価
上
昇
に
合

わ
せ
て
毎
年
増
額
さ
れ
る
た
め
、

そ
の
年
金
額
に
見
合
っ
た
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
老
後

に
備
え
る
こ
と
は
大
切
で
す
が
、

個
人
の
力
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
み
ん
な
が
お
互

い
に
協
力
し
助
け
合
う
制
度
で
す
。

み
ん
な
が
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ら

れ
る
よ
う
保
険
料
の
納
付
に
つ
い

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

保
険
料
を
前
納
す
る
と

割
引
が
あ
り
ま
す

平
成
7
年
度
分
の
保
険
料
を
4

月
中
に

一
括
し
て
前
納
す
る
と
、

毎
月
納
め
る
手
数
も
は
ぶ
け
ま
す

長崎国民年金課長賞 「かわいいおばあちゃんJ
内野美都子さ ん(大里町)の作品

し
、
割
引
も
あ
り
ま
す
。

毎
月
納
付

1
4
0
、4
0
0
円

(
1
1
、
7
0
0
円
×
ロ
か
月
)

前
納

1
3
7
、0
1
0
円

(
割
引
額
は
3
、3
9
0
円
)

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

平
成
6
年
度
分
の
保
険
料
は
、

4
月
お
日
樹
を
過
ぎ
る
と
お
手
持

ち
の
納
付
書
で
は
納
め
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の

み
な
さ
ん
ヘ

年
金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い。

4
月
期
の
年
金
は
4
月
日
日

か
ら
郵
便
局
で
受
給
で
き
ま
す
。

年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
す
ぐ
に
年

金
証
書
(
緑
色
の
手
帳
)
を
年
金

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

該
当
者
へ
は
、
返
信
用
封
筒
を

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
口

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
証
書
に

8
月
期
分
の
年
金
額
を
記
入
し
、

8
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

提
出
期
間

4
月
日
日

ω
j
m日

制
次
の
人
は
、

8
月
定
時
届
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
6
年
8
月
か
ら
7
年
7
月

ま
で
全
額
支
給
停
止
に
な
っ
て
い

る
人
。

問
い
合
わ
せ

係

保
険
年
金
課
年
金

唾主P各小学校の入学式受付時刻と

開始時刻

小
学
校
入
学
式
の
期
日
を
変
更
し
ま
す

「
入
学
通
知
書
」
で
、
入
学
式
の
期
日
を

平

成

7
年
4
月
7
日
働
と
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
し
た
が
、
次
の
よ
う
に
期
日
の
変
更
を
し
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
先
に
送
付
し
ま
し
た

「
入
学
通
知
書
」
は
入
学
式
当
日
受
付
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い

。

H

小
学
校
入
学
式

H

平
成

7 

年

10 

日

(月)

学校 名 受付時刻 式開始時刻

三 浦小 午前9:30 午前10:00

鈴田小 午前9:30 午前10:00

三 城小 午前9:00 午前 9:30

大村小 午前9:30 午前10:00

東大村小 午前9:30 午前10:00

西大村小 午前9:00 午前 9:30

中央 小 午前9:00 午前 9:30

竹松小 午前8:40 午前 9:30

萱 瀬小 午前9:00 午前10:00

黒 木小 午前9:45 午前10:00

福 重 小 午前9:30 午前10:00

松原小 午前9:30 午前10:00

放虎原小 午前9:30 午前10:00

旭が丘小 午前8:40 午前 9・30

富の原小 午前9:20 午前10:00

4 

月

確
定
申
告
ガ
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

の
金
額
と
を
記
入
し
て
提
出
し
ま

す
。
請
求
が
で
き
る
の
は
、
翌
年

の
確
定
申
告
期
限
ま
で
で
す
。

税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と

き
修
正
申
告
を
し
て
、
正
し
い
金

額
に
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。
訂
正

の
仕
方
は
、
修
正
申
告
書
に
、
す

で
に
申
告
し
た
金
額
と
訂
正
後
の

金
額
を
記
入
し
て
提
出
し
ま
す
。

自
主
的
に
修
正
申
告
を
し
た
と
き

に
は
、
過
少
申
告
加
算
税
は
か
か

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
延
滞
税
は

か
か
る
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
申

告
と
納
税
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

た
だ
ち
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
口
自
主
的
に
期
限
後
申
告
を
し

た
と
き
は
、
無
申
告
加
算
税
は
軽

減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
延
滞
税

は
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
な
る

べ
く
早
く
申
告
と
納
税
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
諌
早
税
務
署
(
宮
②

1
3
7
0
)
ま
で

ウ
ー



¥ 
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ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)
生
ワ
ク
チ
ン
の

投
与
を
行
い
ま
す

接種会場 接種目

市コミセン

(市役所横) 4月4日ω
萱瀬出張所

西大村コミセ ン

(諏訪 2丁目)

=;甫 出張所
4月5日(水)

鈴田出張所

竹松出張所
4月6日(木)

福重出張所

中地区公民館
4月7日(金)

松原出張所

該
当
す
る
乳
幼
児

・
生
後
3
か
月
j

卯
か
月
未
満
の
初
回
投

与
を
受
け
て
い
な
い
乳
幼
児

-
2
回
目
投
与
を
受
け
て
い
な
い
卯
か
月

未
満
の
乳
幼
児

料

金

無

料

受
け
ら
れ
な
い
乳
幼
児

・
明
ら
か
に
発
熱
の
あ
る
乳
幼
児

-
重
篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
乳
幼
児

・
ポ
リ
オ
予
防
接
種
に
よ
っ
て
、
ま
た
は

予
防
接
種
に
含
ま
れ
る
成
分
で
、
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ

i
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ

ポリオ投与実施日程表

る
乳
幼
児

・
下
痢
を
し
て
い
る
乳
幼
児

-
麻
し
ん
な
ど
生
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
4
週

問
、
ま
た
は
三
種
混
合
な
ど
不
活
化
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
1
週
間
を
経
過
し
て
い

な
い
乳
幼
児

※
一
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)

を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ
る
乳
幼
児
は
、

意
見
書
な
ど
の
主
治
医
の
許
可
が
必
要

で
す
。

お
願
い

母
子
健
康
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

午後 2 時~3 時時間

麻
し
ん

混
合
(
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
)
予
防
接
種

(
は
し
か
)
・
三
種

お
子
様
の
体
調
の
良
い
と
き
に
受
け
ら

れ
る
よ
う
年
間
を
通
じ
て
、
無
料
で
接
種

が
で
き
ま
す
。

個
別
接
種
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
各
接

種
医
院
に
直
接
ご
予
約
の
上
、
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

※
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
、

「健
康
の
し
お
り
と
国
民

健
康
保
険
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か

池田ハルさん102歳
「
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
」
と
池

田
さ
ん
に
花
束
を
贈
る
甲
斐
田
市

長

(
3
/
叩
・
慈
恵
荘
)

溝道ハルさん100歳
「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」
と
溝

道
さ
ん
に
花
束
を
贈
る
甲
斐
田
市

長

(2
/
剖

・
自
宅
)

池田ハルさん(明治26年3月10日生まれ)が
102歳を迎えられ、甲斐田市長は同日、入所先
の慈恵荘(東大村 2丁目)を訪れました。

池田さんは、目や耳が多少劣ってお られま
すが、自分で車椅子を利用して移動され、施設
の行事にも積極的に参加されるほど元気です。

また、食欲もあ りなんでも よく食べられる
そうです。

甲斐田市長は「これからもお元気で長生きし
てください」と花束を贈り、長寿を祝いました。
現在、市内の100歳以上の長寿者は 5人、そ

のうち102歳到達者は 2人です。

口。

2月25日で100歳を迎えられた溝道ハルさん
(荒平町・明治28年2月25日生まれ)を 2月24
日、甲斐田市長が自宅を訪れ、祝状 ・祝い金な
どを贈り 長寿を祝いました O

溝道さんは現在、長男の妻や孫たちと同居。
耳が遠く、足が不自由で昨年の秋ごろから寝
たきりの状態ですが、特に病気はないとのこ
とです。

また、週に 3回、訪問看護ステーションから
健康チェックなどのサービスを受けておられ
ます。

甲斐田市長は「いつまでもお元気で長生き
してください」と長寿を祝いました。
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置

お
母
さ
ん
と

赤
ち
ゃ
ん
の

栄
養
補
給
は
十
分
で
す
か

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養
強
化
の

た
め
栄
養
食
品
の
援
助
を
し
ま
す
。

対
象
・
生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世

帯
・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
・
所
得

税
非
課
税
世
帯

受
給
期
間
・
お
母
さ
ん
日
妊
娠

5
か
月

j
産
後
3
か
月

-
赤
ち
ゃ
ん
H
生
後

4
か
月
j

ロ
か
月

(
体
重
が
叩
パ

l
セ
ン
タ
イ
ル
値
以
下
で
、

医
師
ま
た
は
保
健
婦
の
証
明
が
必
要
で
す
)

持
っ
て
く
る
も
の
印
鑑
、
母
子
健
康
手

巨
長

市
川
'問

い
合
わ
せ

健
康
増
進
課

食 品

口口口 お母さん 赤ちゃん

日 牛 乳 ママミルク 粉ミルク

妻女
※ 

1日 2 ~ 3缶 l缶

量 1本 /百 /五
負担額 無料 若干、個人負担があります

るれ支給さ

重
度
心
身
障
害
児
見
舞
金
を

支
給
し
ま
す

支
給
対
象
者
・

5
月
5
日
現
在
、
市
内

に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
、
住
民
基

本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
で
、
次
に

該
当
す
る
重
度
心
身
障
害
児
と
同
居
し
て

介
護
し
て
い
る
保
護
者

身
体
障
害
者
手
帳
1

・2
級
の
交
付
を
受

け
て
い
る
障
害
児

-
児
童
相
談
所
ま
た
は
、
精
神
薄
弱
者
更

生
相
談
所
が
判
定
し
た
A
J
A
2
の
障
害
児

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
1
級
の
認
定
を
受

け
て
い
る
障
害
児

見
舞
金
額

1
0
、0
0
0
円

申
込
期
間

4
月
3
日
間
j
初
日
制

必
要
な
も
の
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

療
育
手
帳
、
保
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

(
郵
便
局
以
外
の
も
の
)
、
印
鑑
ほ
か

申
請
・
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
児
童
家
庭

忍巾，4
l
 

f 、

長崎 1時0 

、込 4グ

身
体
障
害
者
の

自
動
車
操
作
訓
練
を
行
い
ま
す

身
体
障
害
者
の
自
立
更
生
と
社
会
活
動

の
促
進
を
図
る
た
め
、
自
動
車
の
操
作
訓

練
を
行
い
ま
す
口

対
象
者
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
j
4
級

の
交
付
を
受
け
て
い
る

ω歳
未
満
の
人

訓
練
予
定
人
員
自
人

申
込
期
限

4
月
幻
日
倒

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
福
祉
係

※種類によって遣いがあります。

保
健
婦
・
看
護
婦
・
理
学
療
法
士

を
捜
し
て
い
ま
す
グ

次
の
よ
う
な
免
許
を
お
持
ち
の
人
で
、

現
在
働
い
て
い
な
い
人
は
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
。

市
の
予
防
接
種
や
、
各
種
検
診
、
訪
問

指
導
、
機
能
訓
練
事
業
な
ど
で
、
時
々
お

手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
人
を
捜
し
て
い
ま

す。
r.._.._.._..ー・・一一..一一一日「

With you 

ケア・ワーカー養成講座

受講生ぼしゅう

とどけやさしさ

働
い
て
み
よ
う
と
思
う
人
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

職
種
・
保
健
婦
・
看
護
婦

・
理
学
療
法

士連
絡
先

健
康
増
進
課

手
話
講
宵
会
受
講
生

ぼ
し
ゅ
う

J

H
こ
と
ば
よ
り
も
優
し
い
ね
H

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
情
報
の
保
障
を
行
う
、

手
話
通
訳
者
を
育
成
す
る
手
話
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

地
域
で
、
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
々
が

安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
手
話
通

訳
の
活
動
は
重
要
で
す
口
多
く
の
人
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
講
日

⑨
初
級
H
毎
週
金
曜
日

日
時

4
月
比
日
か
ら
全
初
回
、
午
前
日

時
j
正
午

⑨
中
級
N
毎
週
火
曜
日

日
時

4
月
日
日
か
ら
全
初
回
、
午
前
日

時
j
正
午

市内在住の身体に障害のある人々

や高齢者の人々の生活支援(買物・

掃除・簡要な介助)を有償で行うケ

ア・ワーカーの養成講座を聞きます。

講座は、介護の基礎・マッサージ

の方法-日赤家庭介護技術等どなた

でも楽しく学べます。年 1囲だけの

講座ですので、ぜひご参加ください。

日時 4 月 10 日 (月)~ 5月29日(月)、毎

週月曜日(全8回)

時間 午前10時から午後 3時まで

申込方法電話またはハガキにて、

大村市社会福祉協議会 (西三城町 8

ft@ 1 3 5 1 )まで申し込んでくだ

さい。

」一一一一一一一一一J

福
祉
セ
ン
タ
ー
(
初
級
、
中
級
と

場
所

も
)

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
ま
た
は
電
話
に
て
、

大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
(
西
三
城
町

8

8
@
1
3
5
1
)
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

平
成
7
年
度

手
話
講
習
会

あ
な
た
も

一
緒
に
手
話
を
習
い
ま
せ
ん

，刀
つ
-

期
間

5
月
刊
日
か
ら
平
成
8
年
2
月
ま

で
毎
週
水
曜
日

時

間

午

後

6
時
初
分
j

8
時

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

開
講
式

5
月
刊
日
側
、
午
後
6
時
加
分

受
講
料
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
別
)

申
込
期
限

5
月
白
日
制

持
っ
て
く
る
も
の
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
口

申
し
込
み
福
祉
セ
ン
タ
ー
手
話
講
習
会

場
に
て

問
い
合
わ
せ

百
四
止
凍
一口
回
止
長

才
i

三一
+
T才
i
J
l

耳
と
こ
と
ば
の
相
談

耳
で
お
困
り
の
人
、
こ
と
ば
で
お
困
り

の
人
、
専
門
の
先
生
方
が
相
談
に
応
じ
ま

す。日

時

毎

月
第
3
土
曜
日
、
午
後
1
時
j

3
時

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

費

用

無

料

問
い
合
わ
せ

Q
d
 

t
E
i
 

福
祉
課
福
祉
係
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登録

狂犬病予防注射
の犬

=対象は生後91日以上の犬二

狂
犬
病
予
防
法
の
改
正
に
よ
り

年
に
1
回
の
登
録
が
終
身
制
に
な

り
ま
し
た
。
飼
い
、
王
は
、
生
後
旧

日
以
上
の
犬
に
登
録
と
注
射
を
受

け
さ
せ
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

な
お
注
射
に
つ
い
て
は
、
例
年

ど
お
り
毎
年
1
回
で
す
の
で
、
間

違
い
が
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

登
録
手
数
料

3
、0
0
0
円

注
射
料
金

2
、3
0
0
円

注
射
済
票
交
付
手
数
料
5
3
0
円

合
計

5
、8
3
0
円

お
願
い
当
日
は
、

受
付
が
混
雑

し
ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら
な

い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
口

初
め
て
登
録
と
注
射
を
受
け
ら

れ
る
人
は
、
飼
い
、
玉
名
・
住
所
・

電
話
番
号
・
犬
の
種
類
・
名
前
・

性
別
・
大
き
さ
・
年
齢
を
あ
ら
か

じ
め
記
入
し
て
、
受
付
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
(
記
入
用
紙
は
何

で
も
結
構
で
す
。
詳
し
く
は
、

「平

成
7
年
度
美
し
い
環
境
づ
く
り
の

し
お
り
」
を
参
語
…
し
て
く
だ
さ
い
口
)

最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
お
よ
び

散
歩
中
の
フ
ン
に
対
す
る
苦
情
が

増
え
て
い
ま
す
。
周
辺
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
口

※
犬
の
登
録
に
は
、
印
鑑
が
必
要

で
す
の
で
、
必
ず
忘
れ
な
い
よ

う
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

@:0鋭WÆii勿WÆii務~勿勿勿勿勿勿務勿勿WÆii勿~鋭勿グ~， 
~在宅療養の方へ~

訪周看護のご案内

吾
、。ぎて
y 

このほど100歳を迎えられ

た溝道ハルさんの世話を

する訪問看護婦さん

介護の必要なお年寄りが
住みなれた地域・家庭で安
心して療養生活をしていた
だくためにお手伝いします。
訪問看護とは

かかりつけの医師の指示
により、訪問看護婦(ステー
ションの)が定期的にみなさ
んの家庭を訪問し、看護(介
護)の指導や介護相談に応じ
ます。
※サービス内容や利用料金

など詳しいことは、大村
市医師会訪問看護ステー
ション (ft@ 8 7 3 1 )へ
お尋ねください。

畜犬登録および狂犬病予防注射実施日程表

月 日 時 間 実 施 場 所

9 ・ 30 ~ 12:00 市役所

4月10日(月) 13:00 ~ 14:00 市役所

14:20 ~ 15:20 木場公民館

9:30~ 9・45 今村公民館

9:55 ~ 10・25 J茸陸公民館

10 :40 ~ 11: 00 ニ浦出張所

4月11日(火)
11 : 10 ~ 11:25 西部公民館

11 :40 ~ 11・50 釜川内公民館

13:20 ~ 13 :40 陰平下公民館

14: OO~ 14: 20 平町 (佐牒宅前)

14 :40~ 15:20 鈴田出張所

9:30 ~ 10:10 上久原公民館

10 ・ 25~10 ・ 40 椎池公民館

4月12日(水) 11 ・ 00 ~ 11:10 松尾公民館

11 : 30 ~ 11 : 50 水計公民館

13:30 ~ 16:00 中地区公民館

9:30~ 9:50 寿古公民館

10:15 ~ 10 : 55 福重出張所

4月13日(木)
11:10~11 : 30 立福寺バス停

13:20 ~ 13 :40 宮小路公民館

14:00~ 14・40 富の原 1丁目児童体育館

15:05 ~ 15:40 富の原 2丁目公民館

9:30~ 10:30 赤佐古公民館

4月14日(金) 11:00 ~ 12:00 大村保健所

13:00 ~ 15:30 大村保健所

9:30~ 9:50 微神堂広場

10:20~ 10・50 上諏訪公民館

4月17日(月) 11 : 10~11 : 50 池田公民館

13: 20 ~ 14 : 20 西大村コミセン

14 :40~ 15 :40 植松公民館

9 :30~ 12 :00 竹松出張所

4月18日伏)
13:20 ~ 13:50 大村農業改良普及所

14:15~14:35 堺町公民館

15:00 ~ 15:40 桜馬場 1丁目公民館

9:30~ 9:50 重井田(今里宅局tr)
10 ・ 10~10:30 野岳湖バス停

10 ・ 45 ~11 :00 東光寺公民館

4月19日(水) 11:15~11:50 松原出張所

13: 20~ 13・40 武留路公民館

14:05~ 14 :35 黒丸公民館

14:55~15:20 松山町公民館

10:00~ 10・15 黒木バス停

10:25~10:40 菅瀬ダム建設記念会館

10:50ι11 :05 久良原公民館

4月20日(木) 11: 20~ 11 :50 萱瀬出張所

13: 20 ~ 13・30 南川内公民館

14:00 ~ 14・25 音無田集落センター

14:40~15:20 農協萱瀬支所

4月21日(金)
9:30~ 12:00 市役所

13:20~15:00 大村保健所

ご存じですか?4月18日はよい歯の日

何言色相議』

ハ
U

内
ノ

U

4月16日(日)、午前9時~午後1時
4 月 18 日 (刈、午後7時30分~9時

受付電話 0958@ 3829 

問い合わせ 長崎県保険医協会

r歯の健康

日時

健康子ιホ〉骨ービス

月 P T C A (狭心症の風船療法)

4 火 腰痛をおこさない日常生活の注意

月のア 水 こどもの解熱剤の使い方

木 イ吏し1捨てコンタクトレンズ

金 中間管理職の危機(うつ病の予防)マ
土-8 男性のクラミジア感染症



平成 7年 4月号広報おおむら

お
り
、
ガ
み
で

あ
そ
ぼ
う

お
り
が
み
で
季
節
の
行
事
を
折
っ

て
み
ま
せ
ん
か
口

参
加
料
は
無
料
。
誰
で
も
自
由

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
4
月
幻
日
出
、
午
後
l
時

ω分
j
3
時
初
分

場
所
中
地
区
公
民
館

内
容

「屋
根
よ
り
高
い
こ
い
の

ぼ
り
」

問
い
合
わ
せ
中
地
区
公
民
館

(
宮
@
1
3
7
6
)

危
険
物
取
級
者
試
験

乙
種
四
類
お
よ
び

試
験
の
種
類

丙
種

試
験
日
時
6
月
四
日
間
、
午
前

O
土
寸

守

E
i
n
H
H

願
書
申
込
期
間
4
月
刊
日
開

j

n日
倒

※
願
書
は
大
村
消
防
署
に
あ
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
大
村

消
防
署
(
宮
@
4
1
3
8
)
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経
理
事
務
初
級
技
術

講
習
会

就
業
を
希
望
さ
れ
る
家
庭
婦
人

(
初
心
者
)
を
対
象
と
し
た
講
習

会
で
す
。

@
経
理
事
務

(アニメ20分)

(アニメ 12分)

(アニメ 10分)

-カずんばれ五色桜

・ありときりぎりす

.はなさかじいさん 〆
f
k

科
目
経
理
事
務
初
級
(
簿
記
3

級
受
験
・
ワ
ー
プ
ロ
基
礎
)

期
間
5
月
8
日
開
j
6
月
9
日

働
(
水
・
土

・
日
曜
お
よ
び
祝
日

を
除
き
ま
す
)

時
間
午
前
日
時
j
午
後
4
時

受
講
場
所
国
際
情
報
科
学
専
門

学
校
諌
早
校
(
宮
⑧
0
5
3
7
)

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
自
己

負
担
)

申
込
期
間
4
月
1
日
出
か
ら
定

数
(
犯
人
)
に
達
す
る
ま
で

申
込
方
法
受
講
場
所
に
備
え
付

け
の
受
講
申
込
書
に
よ
り
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
4
月
お
日
働
午
前
日
時
か
ら
、

同
校
で
簡
単
な
面
接
選
考
を
行

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
長
崎
県
女
性
就
業

援
助
セ
ン
タ
ー
(
宮
0
9
5
8
⑬

9
0
3
0
)
 

[中地問館[
・ホシガリ姫の官険 (アニメ20分)

・ツルの舞踏会 (アニメ 29分)

視聴覚ライブラリー

(市コミセン内包~3161)

問い合わせ

4月8自

由

'
お
レ
ク
ス
ク
ー
ル
・

イ
ン
・
大
村
参
加
者

レ
ク
・
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を

目
指
し
て
い
る
人
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
興
味
が
あ
る
人
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
口

日
時
5
月
日
日
嗣
j
ロ
月
比
臼

側
、
午
後
7
時
j
9
時

場
所
中
地
区
公
民
館

定
員
犯
人
(
資
料
代
6
千
円
)

申
込
期
限
5
月
8
日
間
必
着

申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

に
つ
い
て
は
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
(
中
地
区
公
民
館
内
宮
@

1
3
7
6
)
ま
で

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

池田 1 3 K 15，500 

1種 久原第三 4 3DK 21 ，1 00~23 ，800 

原 口 3DK 27.200 

竹 松 2 K 6，700 

2種 池田 2 K 9.200 

古賀島 3DK 22.500 

市営住宅入居者

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生

長
崎
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、
毎
月
ワ
ー
プ
ロ
・
パ
ソ
コ

ン
研
修
を
は
じ
め
、
専
門
的
技
術

講
習
ま
で
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
4
月
分
か
ら
の
申
し
込

み
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎

(
宮
⑫
2
3
2
3
)
ま
で

海
外
体
験
航
海

「
少
年
の
船
」
参
加
者

参出日期寄
加発 (封 港
対地 問地
象

成
中田

% 

両港
生
σコ
男
女

7 グ
月ア
28ム
日・
(金)サ
j イ
8 ノぐ
月 ン
5 

※ 2種の竹松アパートと池田アパートは単身

向です。

申込期限 4月10日(月)

抽選日 4月20日(柄、午前10時30分から

入居日 5月1日(月)

申し込み・問い合わせ

参
加
費
1
4
8
、
0
0
0
円

締
め
切
り
4
月
日
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
大
村

海
洋
ク
ラ
ブ
(
宮
@
6
1
9
4
)

青
年
海
外
協
力
隊
員

資
格
満
加
歳
j
m
歳
ま
で
の
日

本
国
籍
を
持
つ
人

募
集
期
間
4
月
日
日
出
j
5
月

白
日
凶

募
集
説
明
会
5
月
口
日
附
午
後

6
時
初
分
か
ら
、
諌
早
市
民
セ
ン

タ
ー

問
い
合
わ
せ
県
国
際
交
流
課

(
8
0
9
5
8
@
1
1
1
1
)
 

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
(
ビ
ー
バ
ー
)

建築課住宅係

対

象

小

学
校
新
1
年
生
日
人

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
学
校
名
・
空
宇
・
保
護
者
名

電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
4
月
日
日
倒

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
本
町

制

2
板
谷
(
宮
⑪
5
0
5
7
)

大
村
グ
リ
ー
ン

コ
ー
ラ
ス
会
員

場
所
竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー

日
時
毎
週
木
曜
日
、
午
前
山
時

j
正
午

会
費

2
、
0
0
0
円

問
い
合
わ
せ
岩
永

(宮
@
8
7

1
0
)
 

ーよ
円
ノ
ハ
】



日
本
育
英
会

高
等
学
校
奨
学
生

資
格
高
校
生
、
中
学
3
年
生

(
予
約
奨
学
生
)

申
し
込
み
先
在
学
す
る
高
校
・

中
学
校
の
ク
ラ
ス
担
任
へ

締
め
切
り
各
学
校
で
随
時
決
定

問
い
合
わ
せ
日
本
育
英
会
長
崎

県
支
部
(
宮
0
9
5
8
⑫
0
6
6

6
)
 

'
邸
テ
ニ
ス
教
室

(
初
心
者
・
中
級
者
)

期
間
4
月
8
日
出
j
お
日
出
、

6
回
程
度

時
間
午
後
1
時
j
3
時

会
場
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト

参
加
資
格
市
内
在
住
者
・
勤
務

者
犯
人

参
加
料
2
、
0
0
0
円

締
め
切
り
4
月
3
日
叩

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局
(
広
瀧

包
(⑪
7
6
8
6
、
夜
@
4
8
2
1
)

'
釘
春
季
市
民

テ
ニ
ス
大
会
(
ダ
ブ
ル
ス
)

開
4 4 イ峯
月月日
30 23 
日日
(日)(日)

男男
女女
A B 

(
 

1
J
 

i
i
j
i
 

信
衛
、
大
村
パ

l
ル
ハ
イ
ム
職
員

一
向
、
大
村
パ

l
ル
ハ
イ
ム
入
所

者
一
向
、
童
謡
を
歌
う
会
、
大
村

生
活
学
校
、
大
村
小
学
校
1
年
1

組
役
員
一
向
、
岡
山
建
設
側
、
大

村
カ
ト
レ
ア
コ
ー
ラ
ス
、
西
大
村

小
学
校
職
員

一
向
、
松
原
小
学
校

育
友
会

一
向
、
野
中
妙
子
、
前
川

邦
一
郎
、
旭
が
丘
小
学
校
児
童
会
、

玖
島
中
学
校
生
徒
会
、
西
大
村
本

町
第
2
町
内
実
年
部
一
同
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ

1
ト
大
村
駅
前
庖
、
大

村
市
役
所
竹
松
会
、
中
野
ム
メ
ノ
、

三
好
ツ
ヨ
シ
、
制
長
崎
県
建
設
業

協
会
大
村
支
部
、
大
村
市
管
工
業

協
同
組
合
、
大
村
運
輸
球
会
会
員

ご
寄
付

※
荒
天
時
は
5
月
3
日
同

場
所
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格
市
内
在
住
者
・
市
内

勤
務
者

参
加
料

l
組
2
、
5
0
0
円

(
協
会
員
外
3
、
0
0
0
円
)

申
込
期
限
4
月
日
日
開

申
し
込
み
市
テ
ニ
ス
協
会
・
広

瀧
(
杭
出
津
2
丁
目
6
9
6
j
1
)

※
参
加
料
を
必
ず
添
え
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

小
学
生

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
教
室

期
間
4
月
幻
日
j
6
月
M
日、

毎
月
第
2
・
第
4
土
曜
日
(
5
回
)

時
間
午
前
日
時
j
正
午

場
所
市
民
体
育
館

対

象

小

学

4
j
6
年
生
の
男
女

募
集
人
員
お
人

傷
害
保
険
1
人
4
0
0
円

4
1
、l
i
'
t
tj
ig-!
E
t
-
-
t
11
l
i
l
-
-

一
向
、
永
田
公
、
中
央
保
育
所
職

員
一
向
、
鶴
本
淳
子
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
職
員

一
同
、
大
村

市
中
学
校
道
徳
部
会

一
向
、
清
水

シ
ゲ
、
九
電
工
大
村
営
業
所
従
業

員
一
同
、
北
原
義
人
、
ジ
ャ
ニ
ス
・

タ
ン
・
ア
イ
リ
ン
、
附
平
山
組
、

若
友
会
、
平
山
組
協
力
会
、
さ
く

ら
タ
ク
シ
ー
、
ダ
・
カ
l
ポ
、
大

村
近
代
料
理
業
組
合
、
東
大
村
小

学
校
児
童
職
員

一
同
、
上
回
絢
子
、

大
村
青
年
会
議
所
街
頭
募
金
、
グ

ル
ー
プ
ロ

l
ゼ
、
吉
田
志
津
子
、

双
葉
建
設
、
長
崎
県
石
油
協
同
組

合
大
村
支
部
、
九
州
物
産
附
大
村

支
庖
、
桃
田
一
枝
、
神
田
タ
キ
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

@
香
典
返
し

平成 7年 4月号

社
会
福
祉
基
金
へ

V
永
見
重
馬

(
杭
出
津
2
丁
目
)

叩
万
円

V
古
川
輝
芳
(
森
園
町
)
叩
万
円

V
指
方
邦
彦
(
久
原
1
丁
目
)
3

万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
佳
山
登
(
古
賀
島
町
)
5
万
円

V
前
川
要
次

(
玖
島
2
丁
目
)
金

一
封

V
中
山
美
穂
(
協
和
町
)
3
万
円

V
角
田
悦
子
(
古
賀
島
町
)
初
万
円

広報おおむら

(
敬
称
略
)

V
寺
本
学
(
木
場
1
丁
目
)
5
万
円

V
今
村
成
子

(
古
町
1
丁
目
)
叩

万
円

V
垣
添
サ
ダ
(
松
原
2
丁
目
)
5

万
円

V
吉
松
徹
郎

(
荒
瀬
町
)
5
万
円

V
高
森
昭
夫

(
諏
訪
2
丁
目
)
8

万
円

V
福
田
豊
(
立
福
寺
町
)
5
万
円

文
化
基
金
へ

V
松
尾
恒
子
(
池
田
2
丁
目
)
初

万
円

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
江
口
久
代

(
皆
同
町
)
却
万
円

申
込
期
限
4
月
四
日
制

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
民
体
育
館
(
宮
@
1
5
5
2
)

社
会
人
初
心
者

水
泳
教
室

期

間

5

月

7

日

j
6
月
お

日

(
毎
週
日
曜
日
、
午
後
6
時
j
7

時
初
分
)

場
所
屋
内
プ
l
ル

参
加
人
員
初
人
程
度

指
導
者
市
水
泳
連
盟
指
導
員

参
加
料
2
、
0
0
0
円
(
保
険

料
を
含
む
)

申
し
込
み
屋
内
プ
i
ル

(
宮
@

2
3
2
2
)
 

空
手
愛
好
者

対
象
小
学
生
j
高
校
生
男
女

練
習
日
毎
週
月
・
水

・
金

時
間
午
後
6
時
j
7
時
却
分

場
所
大
村
支
部
道
場

(
沖
田
町
)

会
費
月
額
3
、
0
0
0
円

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

同
日
本
空
手
協
会
大
村
支
部

(宮
(
⑪
4
5
6
8
恒
石

・
@

0

5

5

5
早
川
)

大
村
新
体
操

ク
ラ
フ
会
員

現
在
ク
ラ
ブ
員
初
人
(
小
学
1

j
中
学
3
年
生
)
で
、
毎
週
市
民
体

育
館
な
ど
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

浜
野
カ
ト
、
田
中
菊
枝
、
永
大
鉄

工
側
、
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
一
向
、
三
城
小
学
校
鬼
童
会
・

職
員
一
向
、
桜
が
原
中
学
校
生
徒

会
・
職
員
一
向
、
観
光
物
産
セ
ン

タ
ー
、
新
城
保
育
園
父
母
の
会
、

谷
山
ツ
ギ
子
、
古
賀
俊
也
、
航
空

保
安
協
会
長
崎
第
1
事
務
所
職
員

一
向
、
松
本
英
彦
、
田
添
一
吉
、

萱
瀬
中
生
徒
会
、
大
村
市
被
爆
者

手
帳
親
交
会
、

T
島
シ
ヅ
エ
、
ス
ー

パ
ー
ス
ト
ア
八
幡
丸
、
ス
ー
パ
ー

ス
ト
ア
八
幡
丸
従
業
員
一
向
、
鶴

丸
教
子
、
山
口
成
美
、
山
口
ゆ
か

り
、
山
口
あ
ゃ
な
、
福
友
会
、
野

田
さ
っ
き
会
、
建
設
サ
ー
ビ
ス
側

TTシ 大
島 寺 ヨ村
哲本ン市
也学へ医

主主望
諏?訪
訪 4一間

空皇霊
3 5 ス
万万テ
円円 | 

@
一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
野
崎
日
出
男
(
幸
町
)
5
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
本
経
寺
寒
行
団

H
m万
円

三
浦
幼
稚
園
へ

V
三
浦
幼
稚
園
P
T
A
H
犀
界
テ
ー

ブ
ル
セ
ッ
ト
ロ
万
円
相
当

清
和
国
へ

V
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ
タ
カ
ハ
ラ
N

生
花

V
大
村
市
ウ
イ
ン
ク
カ
l
ド
事
業

協
同
組
合
H
鮮
魚

新
体
操
の
輪
を
広
げ
る
た
め
4
月

か
ら
新
部
員
(
特
に
、
5
才
ぐ
ら

い
か
ら
小
学
生
)
を
募
集
し
ま
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
平
野

(
包

⑪
4
1
9
4
)
 

兵
庫
県
南
部
地
震
災

害
(
阪
神
大
震
災
)
義
援

金
を
被
災
地
ヘ

¥
1
月
間
日

;
3
月
1
日
/

/
市
受
付
分
・
敬
称
略
、

兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
(
阪
神

大
震
災
)
発
生
以
来
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ま
か
ら
心
温
ま
る
義
援

金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
本
赤
十
字
社
長
崎
支
部
を
通
じ

て
被
災
地
へ
届
け
ま
し
た
。

①
義
援
金
総
額

(
3
月
1
日
現
在
)

2
1
、
9
1
8
、
0
8
4
円

こ
の
中
に
は
町
内
会
が
市
民
か

ら
募
っ
た
義
援
金
9
、
4
7
4
、
1

9
2
円
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

②
2
月
送
付
額

1
1
0
0
0
、
0
0
0
円

③
3
月
送
付
額

1
0
0
0
0
0
0
0
円

長
崎
営
業
所
社
員
従
業
員
一
同
、

西
村
実
智
人
、
末
長
節
子
、
福
重

国
枝
、
峰
義
子
、
福
重
小
学
校
児

童
会
・
職
員

一
向
、
永
富
潔
、
久

保
井
隆
広
、
赤
木
聡
子
、
品
川
幸

雄
、
原
小
児
科
医
院
、
原
田
知
明
、

宮
原
寅
作
、
大
村
小
売
酒
販
青
年

会
、
林
信
子
、
服
部
田
恵
子
、
土
口

村
和
美
、
田
中
秀
一
、
泉
嘉
子
、

瀧
野
ミ
チ
コ
、
細
波
成
子
、
大
川

田
老
人
ク
ラ
ブ
登
貴
和
木
会

一
向、

田
下
町
清
水
商
庖
、
永
野
力
、
黒

木
小
P
T
A
、
溝
江
照
章
、
小
川

康
行
、
牟
田
義
人
、

山
浦
政
喜
、

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
村
、
坂

本
和
良
、
松
尾
昭
三
、
古
町
5
区

V
親
奉
会

(
森
安
太
郎

・
中
島
松

一
・
末
、
水
辰
夫
・
松
尾
謙
)
H
理

容
奉
仕

V
久
原
養
護
学
校
H
慰
問

文
化
基
金
へ

V
本
経
寺
寒
行
団

H
m万
円

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

慈
恵
荘
へ

V
福
本
愛
子

(
木
場
1
丁
目
)
3

万

2
千
2
0
0
円

V
九
州
電
力
大
村
営
業
所
H

ス
ズ

一フン
V
大
村
市
ウ
イ
ン
ク
カ
l
ド
事
業

協
同
組
合
U
鮮
魚

V
板
橋
養
鶏
所
H
冷
凍
卵

V
永
測
屋
日
ま
ん
じ
ゅ
う

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
2
丁
目
)

岡
地
研
、
田
中
燃
料
セ
ン
タ
ー
、

帰
星
州
建
設
、
仁
位
定
義
、
島
信

行、

帰
菊
池
電
工
、
中
島
和
子
、

金
松
顕
、
西
村
文
子
、
柴
田
孝
子
、

渡
辺
松
市
、
田
中
異
盛
、
平
雅
子
、

中
野
信
忠
、
本
園
栄
、
川
島
朝
一
一一、

奥
崎
進
、
福
山
カ
ツ
、
嶋
村
忠
雄
、

飛
永
輝
代
、
原
口
ハ
ル
エ
・
俊
子
、

大
田
弘
子
、
前
野
智
子
、
中
村
敏

康
、
百
武
晃
、
附
竹
松
設
備
従
業

員
一
向
、
森
本
敏
雄
、
大
村
市
役

所
事
務
局
職
員
組
合
、
同
谷
野
電

機
空
調
、
胸
清
水
工
務
底
、
側
清

水
工
務
庖
互
助
会

一
向
、
本
田
忠

臣
、
田
村
繁
幸
、
市
瀬
恵
理
、
砂

崎
イ
チ
子
、
大
村
グ
リ
ー
ン
ク
ラ

ブ
、
日
本
社
会
党
大
村
支
部
市
民

カ
ン
パ
、
松
尾
達
明
、
豊
島
守
、

松
本
強
、
同
西
口
土
建
、
大
村
競

艇
情
報
協
会
、
本
山
悦
子
、
今
里

進
作
、
渡
海
正
孝
、
諸
隈
賢
一
、

赤
沼
照
枝
、
側
宮
本
建
設
、
附
宮

本
建
設
従
業
員
一
向
、
和
間
建
設

側
、
中
畑
和
敏
、
前
川
国
雄
、
牛

島
寛
視
、
佐
藤
電
設
工
業
、
佐
藤

電
設
工
業
従
業
員

一
同
、
石
井
佳
・

芳
、
堤
誠
、
坂
口
安
市
、
中
道
富

博
、
高
以
良
光
治
、
海
上
自
衛
隊

大
村
航
空
基
地
有
志
一
向
、
前
田

亨
、
松
尾
賢

一
、
三
城
ゲ
l
ト
ボ
ー

ル
同
好
会
一
同
、
側
赤
水
社
員

一

向、

一二
窓
会
、
活
き
活
き
お
お
む

ら
推
進
会
議
、

白
念
実
業
冊
、
白

念
実
業
側
従
業
員
一
同
、
梶
原
実

業
側
、
梶
原
実
業
側
従
業
員

一
向、

同
古
川
商
居
、
荒
木
正
明
、
森
頼
、

老
人
ク
ラ
ブ
五
日
会
、
川
崎
靖
弘
、

岸
川
和
子
、
根
メ
定
、
原
忠
勝
、

藤
崎
芳
憲
、
坂
口
住
宅
町
内
(
一

般
)
、
岩
永
晋
、
池
野
和
義
、
山

口
剛
生
・
恒
子
、
羽
田
野
進
、
福

田
茂
時
、
宮
田
致
頼
、
渡
辺
チ
ト
、

秋
元
貞
雄
、
塚
原
愛
、
肉
の
は
ま

さ
き
、
渡
海
美
紀
・
友
美
、
佐
藤

育
子
、
松
川
和
三
、
辻
芳
明
、

=
一

浦
小
学
校
児
童
会
・
教
職
員一

同、

糸
山
繁
敏

(
伊
丹
市
へ
)

長
崎
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
大

村
支
部
、
中
央
小
学
校
児
童
会
、

商
工
会
議
所
新
旧
会
頭
祝
賀
慰
労

会
発
起
人
、
大
村
奉
天
鼓
五
木
瓜
、

作
業
奉
仕

V
楠
啓
二

(
西
大
村
本
町
)
理
容

奉
仕

V
光
明
荘
U
演
奏
慰
問

泉
の
里
へ

V
大
村
市
ウ
イ
ン
ク
カ
l
ド
事
業

協
同
組
合
日
鮮
魚

V
一二
浦
保
育
園
H
慰
問
・
石
け
ん
・

一
ア
イ
ツ
シ
ユ

V
社
会
福
祉
法
人
長
崎
県
共
同
募

金
会
H
C
D
・
カ
ラ
オ
ケ
ほ
か

V
大
川
田
老
人
会
日
奉
仕

鈴
田
の
里
学
園
へ

V
側
中
央
競
馬
馬
主
社
会
福
祉
財

団
H

ミ
シ
ン

V
泉
口
嘉
隆
(
大
川
田
町
)
奉
仕

う
ぐ
い
す
の
圧
へ

V
木
戸
か
つ
代
(
長
崎
市
本
原
町
)

サ
カ
イ
薬
局
、
附
サ
カ
タ
大
村
庖
ト

コ
ス
モ
ス
会
員
一
向
、
田
中
保
成
、
一

大
村
市
高
齢
者
大
学
受
講
生
一
向
、

江
口
清
・
ツ
ヤ
子
、
長
崎
県
手
打

刃
物
協
同
組
合
、
横
山
龍
太
郎
、

吉
田
稔
、
奏
月
会
大
正
琴
大
村
支

部
玉
真
教
室
、
附
琴
花
園
社
員
一

向
、
側
琴
花
園
、
第

一
印
刷
互
助

会
、
大
市
通
協
同
組
合
、
市
立
保

育
所
い
つ
ほ
会
、
第

一
生
命
長
崎

支
社
大
村
西
支
部
職
員
一
向
、
渡

海
チ
カ
、
大
村
小
学
校
・
幼
稚
園

職
員

一
同
、
中
原
昭
敏
、
大
村
市

学
童
保
育
連
絡
協
議
会
、

同
味
の

黒
丸
一
向
、
大
村
市
役
所
森
園
会
、

大
村
市
職
員

一
同
、
本
経
寺
寒
行

団
、
菅
一
瀬
小
学
校
児
童
会
、
大
村

キ
ャ
ロ
ッ
ト

F
C
、
大
村
市
連
合

婦
人
会
、
医
療
法
人
誠
和
会
宝
樹

苑
職
員
・
入
苑
者

一
同
、
郡
中
学

校
職
員
・
生
徒
一
向
、
菅
一瀬
小
職

員

一
向
、
オ
ー
ケ
ー
フ
l
ド
・
南

九
産
業
親
和
会
一
向
、
山
浦
明
子
、

伊
藤
俊
雄
、
コ
ス
モ
商
事
冊
、
大

村
小
学
校
児
童
会
、
大
村
中
学
校

生
徒
会
、
大
村
中
学
校
職
員

一
向、

中
村
寅
三
郎
、
樋
上
浩
二
、
中
村

久
美
子
、
大
村
市
電
気
工
事
業
協

同
組
合
、

大
村
市
電
気
工
事
業
協

同
組
合
有
志

一
同
、
西
大
村
小
学

校
児
童
会
、
富
の
原
小
学
校
区
青

少
年
健
全
育
成
協
議
会
、
山
上
よ

し
子
、
大
村
子
ど
も
の
家
職
員
・

児
童

一
向
、
松
尾
健
、
朝
長
忠
夫
、

豊
村
清
、
大
村
競
艇
場
第
2
労
働

組
合
員
一
向
、
西
川
玲
子
、
中
島

大
村
市
姉
妹
都
市
親
善
協
会
、
山

崎
周

一
、
田
中
誠
、
漬
田
正
男
、

森
秀
一
、
岩
永
勝
美
、
藤
原
恒
夫
、

大
村
市
役
所
部
課
長
協
議
会
、
大

村
市
役
所
係
長
会

松
下
伊
丹
市
長
岡
へ
義
援
金
を
手

渡
し
す
る
甲
斐
田
市
長

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)

唱
歌
・
読
み
聞
か
せ
交
流

V
佐
藤
猛

(
富
の
原
1
丁
目
)
2

万
円

V
土
ロ
川
元
造

(
植
松
3
丁
目
)
2

万
円

V
重
松
義
仁
(
荒
平
町
)
1
万
円

V
寺
本
学
(
木
場
1
丁
目
)
5
万
円

V
陰
平
勝
治

(杭
出
津
2
丁
目
)

缶
ジ
ュ
ー
ス

雲
仙
・
普
賢
岳

噴
火
災
害
義
援
金

V
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
歌
謡
連
盟
長

崎
お
お
む
ら
支
部

H
m万
円

円
〈

Uつω



カレジタ健4月
平
成

6
年
度
の
市
税
の
納
付
は
も
う
お
済
み
で
す
か
、
納
め
忘
れ
の
人
は
急
い
で
納
付
し
ま
し
ょ
う
。
(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

2日 当番医 16日 当番医

(8) 
(内)岡内科医院 東=城町宮@3000

(日)
(胃・内)津田官腸科内科医院小路口本町 宮@1507

(眼)楠木眼科医院 東=城町宮@2711 (産) おび産婦人科医院 本町 宮⑪1103

安産教室 ~ラマーズ法を練習しましょう~ 17(月日) 
乳幼児健康相談竹松出張所⑧9:30~

3日 市コミセン 9:30~ 11 :00 ⑧9 :00~9 :30 11:00 ⑮離乳食教室 10 :30~ 11:30 

(月)
⑮母子健康手帳、ズボン

18日
幼児教室(おロの健康と食生活) 市コミセン

一般健康相談市役所 13:00~ 16:00 ⑧9:30~9 :45 @平成4年 10 月 ~11月生まれ

⑫血圧測定-みそ汁の塩分濃度測定ほか (的 ⑮母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ、

4日侠) 乳幼児健康相談 松原出張所 ⑧13 : 30~15:00 コップ

5(功。日
妊婦教室(1) 市コミセン 13:30~ 16:00 19側日 妊婦教室(3) 市コミセン 13:30~ 16:00 

⑧母子健康手帳 ⑮母子健康手帳

1歳 6力、月児健康診査 市コミセン 3歳児健康診査 大村保健所

6日 ⑧13:00~ 13:30⑪平成5年9月生まれ (平成5年 ⑧9:15~9 :45 、 13:00 ~13:30 

4月 ~8月生まれで、まだ受けていない人も受診 20日 ⑧平成3年 10月生まれ (平成3年4月 ~ 9

(桐 してください) ⑮母子健康手帳、問診票、タ (柄
月生まれで、まだ受けていない人も受診

オル、歯ブラシ してください)

⑮母子健康手帳、問診票

7日
妊婦教室(5) 中地区公民館 9:30~ 13:00 定期巡回献血 市役所 9:30~12:00 

⑮母子健康手帳、エプロン、みそ汁
1歳 6力、月児健康診査 市コミセン

(台 成人の健康相談 福祉センター 13 :00~ 15:00 
⑮40歳以上⑮血圧測定-みそ汁の塩分濃度測定ほか 21日 ⑧13:00~ 13・30

⑮⑮…6日(柑と同じ

9日 当番医 信自 成人の健康相談 福祉センター 13 :00~ 15:00 

(日)
(内・胃)フジイ官腸科ク リニック 東本町 宮⑪8686 ⑪@…7日幽と同じ
(眼) 計屋眼科医院 古町1丁目 2⑫6888 

当番医
ことぼの教室 市コミセン 13:30~ 16:00 

23日
(内)早田内科医院 竹松本町 宮@3530

10日 (初めての人は、健康増進課まで電話で (日) (耳)わたなべ耳鼻咽喉科杭出津2丁目 合@2003

(月)
申し込んでください)

24(月日) 
ことぼの教室 市コミセン 13:30~ 16:00 

⑮母子健康手帳、⑮ ことばの発達など ⑧⑮…10日(月)と同じ
が気になる幼児

26制日 妊婦教室(4) 市コミセン 13:30~ 16:00 

11日 乳幼児健康相談市コ ミセン ⑮母子健康手帳

(問
⑧9:30~ 11 :00 、 13:30 ~15:00 

27(柄日 機能訓練根気の会 集合福祉センター 10:00
⑮離乳食教室 10:30 ~ 15:00 ⑮パスハイク(干拓の里)

12日 乳幼児健康相談 萱瀬出張所 ⑧9:30~11:00 29日 当番医

倍。
妊婦教室(2) 市コミセン 13:30~ 16:00 

(土・祝)
(内)吉田内科クリニック 本町 合⑫1177

⑮母子健康手帳 (耳)下山耳鼻咽喉科医院原口町 合⑧0648I 

13(柄日 機能訓練根気の会 福祉センタ ー 13:30~15:30 30日 当番医

⑮言語相談
(日)

(内-小)松井医院 久原2丁目 2⑬6624 

14日 1歳 6か月児健康診査 市コミセン (外-内)原医院 宮小路1丁目 ft@8427 

省当
⑧13:00~ 13:30 略号の説明 ⑮・・対象 ⑧ ・受け付け ⑮ ・・内容 | 
⑮⑮…6日(木)と同じ ⑮…持ってくるもの

15日比) 耳とことぼの相談 福祉センタ ー 13:00~15:00 当番医の診療時間 9:00 ~ 18:00 

毎
月
1
回

発

行
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/
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1
1

編
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/
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書
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/
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鮒

-24-

3月 1日現在

計 79，055
(+ 1 1 8) 

37. 894 

(+ 6 1) 
41. 161 
(+ 5 7 ) 

2 5司 403
(+ 5 5) 

)は前月比

人口の動き

男

女

人口

世帯数

rr-=-=-一回 >-=-=ー=ト宅吾4コー~~--c:l一=ト-=--c::ト壱:>-c::!ー~ -.一=-宅EーC::::~.

。市民相談コーナー(秘書広報課)で、すべて無料で、行っていますo

V お気軽にご相談ください。

白 人権相談 (6 日木 10:00~ 15 : 00 )
め 行 政 相 談 (13日・木 9: 30~ 12: 00) 
定 法律相談 (19 日・水 10:00~15:00)
f列 (法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります)
キ目
訟 交通事故相談 (25日 ・火 10: OO~ 16 : 00) 
百 年金相談 (26日 ・水 10:00~15: 00) 
V 不動産相談 (28 日 ・ 金 13:00~16:00)
I ※受け付けは午前8時30分からです(電話での受け付けはいたしません)。

4月の大村ボート 6 日 ~11 日・競艇発祥地記念桜花賞競走、

20 日 ~25 日・開設43周年記念競走GI 、 29 日 ~ 5 月 5 日 . GW特選(日刊杯)
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